
１ 水温の状況 －４月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は１０～１２℃台を示し、加賀沖では“かなり高め”(１～２℃

高め）、能登半島外浦沖では“やや高め”から“かなり高め”(０～１℃高め）、富山湾では

“やや高め”（０～１℃高め）の水温分布を示しています。

(2) 表面水温は１１～１３℃台を示し、加賀沖では“かなり高め”（１～２℃高め）、能登半島外

浦沖では“やや高め”から“かなり高め”（０～１℃高め）、富山湾では“平年並み”の水温分

布を示しています。

(3) 加賀沖では、先月に引き続き暖水域が岸寄りに分布しています。

(4) 佐渡島沖の冷水域から禄剛埼までの距離は平年並みとなっています。

平成２１年４月２８日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１５４号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２１年４月上旬

水深５０ｍ水温図

資料「日本海漁場海況速報 No.645」

（平成２１年４月２１日 日本海区水産研究所）

「平成２１年度第１回日本海海況予報（平成２１年４月９日）」の概要
日本海沿岸の道府県水産研究機関と水産総合研究センター日本海区水産研究所が検討しとりまと

めた日本海海況予報が以下のとおり発表されました。

今後の見通し（２００９年４月～６月）
(1) 隠岐諸島北方、上越沖の暖水域

は、ほぼ停滞する。能登半島西方、
佐渡島北西及び佐渡島北方の暖水域
は、北東に移動する。

(2) 島根沖の冷水域の張り出しは、弱
い。山陰・若狭沖及び佐渡島沖の冷
水域の張り出しは、平年並み。

(3) 対馬暖流域の表面水温は、“やや
高め”で経過する。

(4) 対馬暖流域の５０ｍ深水温は、日
本海西部及び北部とも“やや高め”
で経過する。

2009年3月の海況模式図



２ 漁獲の動向 －３月の漁獲量から－

【定置網】

主要１０港合計は２，５６１トンで、平年（過去１０カ年平均）をやや上回る漁獲量でし

た。最も多く漁獲されたのはカタクチイワシの２，１７６トンで、平年をかなり上回りまし

た。宇出津港・七尾地区で好漁となり、３月としては過去１０年間で最も多い漁獲量となり

ました。スルメイカは１２２トン、マイワシは６５トン、マサバは４３トンで、いずれも平

年をやや下回りました。

【底びき網】

主要１０港合計は６０９トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。最も多く漁獲されたの

はハタハタの１６６トンで、平年をやや下回りました。蛸島港では前年をかなり上回りまし

たが、橋立港・金沢港・富来港では、先月に続き前年をかなり下回りました。アカガレイは

１３５トン、ニギスは７７トン、ホタルイカは２９トンで、いずれも平年並みでした。アマ

エビは２０トンで平年をやや下回りました。

【まき網】

主要１０港合計は６０７トンで、水揚げ隻数が少なかったこともあり、平年をかなり下回

る漁獲量でした。最も多く漁獲されたのはマアジの５０７トンで、平年をやや下回りまし

た。マサバは７４トンで平年をかなり下回りました。

【刺 網】

主要１０港合計は１６０トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。最も多く漁獲されたの

はフクラギの５４トンで、平年をかなり下回りました。ウスメバル（やなぎばちめ）は９

トンで平年をかなり下回りました。マガレイ（くちぼそがれい）は７トンで平年をや

や上回りました。

【釣 り】

釣りの主要１０港合計は１５トンで、平年並みの漁獲量でした。最も多く漁獲されたのは

ウスメバル（やなぎばちめ）の４トンで、平年をやや下回りました。フクラギは１トンで平

年をやや上回りました。

スルメイカ釣り漁業の見通し（５～７月）については、４月２８日(火)発行の

「第１回日本海スルメイカ漁況予報」でお知らせします。
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サワラ・サゴシの水揚げ状況（春漁期）

○外浦海域
石川県外浦海域では、サワラの盛漁期を迎

えていますが、主要港における3月から4月中
旬までの漁獲量は5.9トン(速報値)で、近年
平均(過去5カ年平均)の14%と低調に推移して
います。

昨年(平成20年)は4月下旬以降にまとまっ
た水揚げがみられましたが、本年も昨年に続
きサワラの来遊時期が遅れています。
○内浦海域

内浦海域の主要港における3月から4月中旬
までの漁獲量は51トンで、近年平均の240%と
好調に推移しています。4月下旬以降も1.5～
2.0kgｻｲｽﾞ主体に、好漁であった昨年をさら
に上回る水準の水揚げが続いています。

過去の漁獲量の推移を見ると、内浦海域で
は日本海北部の春期水温が高い年に好漁とな
る傾向があります。日本海北部の50m深水温
は4月以降やや高めで経過すると予測(日本海
海況予報)されており、今後も近年平均を上
回る水揚げが続くと思われます。



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,332 1,297 → 1,408 → 9,621 10,469 →

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 2,176 307 △△△ 645 △△△ 2,732 995 △△
ｽﾙﾒｲｶ 122 155 ▼ 169 ▼ 326 445 ▼
ﾏｲﾜｼ 65 36 △ 107 ▼ 121 206 ▼
ﾏｻﾊﾞ 43 215 ▼▼ 52 ▼ 329 261 △
ﾏｱｼﾞ 35 99 ▼▼ 92 ▼▼ 975 893 →
ｳﾙﾒｲﾜｼ 20 22 → 71 ▼▼ 88 228 ▼▼
ﾔﾘｲｶ 14 21 ▼ 10 △ 52 50 →

ｻﾜﾗ 11 22 ▼ 19 ▼ 370 230 △

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 9 21 ▼▼ 8 → 179 337 ▼

ﾌﾞﾘ 8 16 ▼ 29 ▼▼ 449 367 △

ｶﾞﾝﾄﾞ 3 9 ▼▼ 5 ▼ 32 60 ▼

ｱﾝｺｳ 3 3 ▼ 4 ▼ 11 13 →

ﾏﾀﾞﾗ 2 2 △ 2 △ 13 9 △
ﾏﾀﾞｲ 2 2 → 2 → 64 51 △

ﾌｸﾗｷﾞ 1 0 △△△ 14 ▼▼ 914 622 △
その他 47 109 ▼▼ 74 ▼ 1,768 2,111 →

合計 2,561 1,036 △△ 1,304 △ 8,423 6,878 △

1隻当たり 1.92 0.80 △△ 0.93 △△ 0.88 0.66 △

平年値は過去10年平均
(3 月：定置網） 単位：トン

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｱｼﾞ類 ﾏｲﾜｼ ｽﾙﾒｲｶ ｻﾜﾗ ｻﾊﾞ類 ｳﾙﾒｲﾜｼ ｱｶｶﾏｽ
舞鶴 893.3 96.6 29.8 3.6 45.5 24.7 1.0 0.0

氷見 1233.0 4.1 54.7 68.2 2.7 7.2 6.9 5.7
各府県水試調べによる（速報値）

累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

3月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化

定置網漁業
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底びき網漁業
3月漁獲量（トン）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 1,067 1,642 ▼ 1,402 ▼ 7,470 8,796 →

ﾊﾀﾊﾀ 166 877 ▼▼ 289 ▼ 407 545 ▼
ｱｶｶﾞﾚｲ 135 112 △ 114 → 481 449 →
ﾆｷﾞｽ 77 102 ▼ 90 → 594 551 →
ﾎﾀﾙｲｶ 29 33 → 27 → 63 67 →
ｱﾏｴﾋﾞ 20 41 ▼▼ 25 ▼ 369 268 △
ｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 19 34 ▼ 21 → 288 267 →
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 14 4 △△△ 7 △△ 24 33 ▼

ｱﾝｺｳ 12 27 ▼▼ 24 ▼▼ 95 229 ▼▼

ﾏﾀﾞﾗ 10 26 ▼▼ 11 → 102 58 △

ｶﾞｽｴﾋﾞ 10 13 ▼ 13 ▼ 95 95 →

ｿｳﾊﾁ 10 17 ▼ 16 ▼ 34 59 ▼

ﾏｱｼﾞ 8 13 ▼ 19 ▼▼ 15 34 ▼▼

ﾋﾚｸﾞﾛ 8 13 ▼ 12 ▼ 41 53 ▼
ﾐｽﾞｶﾞﾆ 6 17 ▼▼ 10 ▼ 22 38 ▼

ﾑｼｶﾞﾚｲ 4 7 ▼ 6 ▼ 67 61 →
ﾏｺｶﾞﾚｲ 3 2 △ 3 → 11 13 →

ﾔﾅｷﾞﾑｼｶﾞﾚｲ 3 6 ▼▼ 5 ▼ 45 68 ▼

ﾎｯｹ 2 14 ▼▼ 14 ▼▼ 31 81 ▼▼

ｷﾀﾞｲ 2 2 ▼ 2 ▼ 16 28 ▼
その他 72 100 ▼ 104 ▼ 770 883 →

合計 609 1,459 ▼▼ 811 ▼ 3,567 3,880 →
１隻当たり 0.57 0.89 ▼ 0.58 → 0.48 0.44 →

平年値は過去10年平均

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

累計漁獲量(9月より)
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 21 99 ▼▼ 54 ▼▼ 98 147 ▼

ﾏｱｼﾞ 507 734 ▼ 739 ▼ 1,393 1,492 →
ﾏｻﾊﾞ 74 283 ▼▼ 428 ▼▼ 406 1,559 ▼▼
ﾏｲﾜｼ 11 1 △△△ 124 ▼▼ 11 185 ▼▼
ﾏﾀﾞｲ 7 4 △ 7 → 7 7 →
ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 1 37 ▼▼ 32 ▼▼ 14 35 ▼▼
その他 15 129 ▼▼ 227 ▼▼ 66 452 ▼▼
合計 607 1,147 ▼ 1,518 ▼▼ 1,876 3,688 ▼

1隻当たり 29 12 △△ 28 → 19 25 ▼

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 2,019 3,131 ▼ 2,629 ▼ 4,618 5,839 ▼

ﾌｸﾗｷﾞ 54 263 ▼▼ 112 ▼▼ 225 230 →
ﾅﾏｺ類 15 7 △△ 2 △△△ 27 7 △△△
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 9 12 ▼ 20 ▼▼ 9 21 ▼▼

ﾏｶﾞﾚｲ 7 8 → 4 △ 11 8 △

ﾑｼｶﾞﾚｲ 6 3 △ 2 △△ 6 3 △△
ﾏﾀﾞﾗ 5 4 △ 3 △ 66 64 →

ｱｶｶﾞﾚｲ 5 5 → 8 ▼ 24 37 ▼
ﾏｱｼﾞ 5 5 → 4 → 12 7 △

ﾐｽﾞﾀﾞｺ 3 4 → 5 ▼ 9 14 ▼

ﾒﾀﾞｲ 3 6 ▼▼ 8 ▼▼ 14 27 ▼
その他 49 98 ▼ 90 ▼ 121 198 ▼
合計 160 414 ▼▼ 258 ▼ 525 615 →
1隻当たり 0.08 0.13 ▼ 0.10 ▼ 0.11 0.11 →

釣り
延隻数 595 478 △ 537 → 1,670 1,440 →

ｳｽﾒﾊﾞﾙ 4 2 △ 5 ▼ 7 9 ▼

ﾌｸﾗｷﾞ 1 1 △ 1 △ 21 4 △△△
ﾏｱｼﾞ 0.8 0.3 △△△ 0.2 △△△ 1 1 △
ｶﾞﾝﾄﾞ 0.7 0.1 △△△ 1 ▼ 4 1 △△△
ﾌﾞﾘ 0.6 0.1 △△△ 0.4 △ 1 0 △△
その他 7 6 → 6 △ 26 31 →
合計 15 10 △ 13 → 61 46 △
1隻当たり 0.02 0.02 → 0.02 → 0.04 0.03 →

サヨリ船びき網(蛸島港・鵜飼港・松波港）
延隻数 108 113 → 136 ▼ 108 136 ▼

ｻﾖﾘ 7 8 → 10 ▼ 7 10 ▼
１隻当たり 0.07 0.07 → 0.08 → 0.07 0.08 →

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％
→ 84～119％ △△△ 300～

累計漁獲量(1月より)3月漁獲量（トン）

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)3月漁獲量（トン）



本県周辺海域の水深50ｍ水温は、加賀沖では“平年並み”から“やや高め”、能登半

島外浦沖及び富山湾では“やや高め”から“かなり高め”。

定置網ではサワラが平年をかなり上回り、マアジ・スルメイカが平年並み。

底びき網ではハタハタ・ニギスが平年並み、アマエビが平年をやや下回った。

まき網ではマアジが平年をかなり下回り、マダイが平年をかなり上回った。

刺し網ではフクラギが平年をやや下回り、ウスメバル（やなぎばちめ）が平年並み。

釣りではガンドが平年並み、ブリが平年をかなり上回った。

１ 水温の状況 －５月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は１１～１３℃台を示し、加賀沖では“平年並み”から“やや高

め”（０～１℃高め）、能登半島外浦沖及び富山湾では“やや高め”から“かなり高め”（１～

２℃高め）の水温分布を示しています。

(2) 表面水温は１３～１５℃台を示し、加賀沖では“平年並み”、能登半島外浦沖では“かなり

高め”（１～２℃高め）、富山湾では“平年並み”から“やや高め”（０～１℃高め）の水温分

布を示しています。

(3) 能登半島西方沖では、先月に引き続き暖水域が岸寄りに分布しています。

(4) 佐渡島沖の冷水域は、禄剛埼にやや近づいて分布しています。

平成２１年５月２９日発行
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電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２１年５月上旬
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資料「日本海漁場海況速報 No.646」

（平成２１年５月２０日 日本海区水産研究所）



２ 漁獲の動向 －４月の漁獲量から－

【定置網】

主要１０港合計は１，３９３トンで、平年（過去１０カ年平均）並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはカタクチイワシの３９０トンですが、平年をかなり下回りました。

サワラは３９０トンで平年をかなり上回りました。特に、能登半島外浦沿岸（富来港・輪島

港）、富山湾沿岸（蛸島港・宇出津港・七尾地区）では２ｋｇサイズ（平均尾叉長６５ｃｍ）

主体で好漁が続き、過去１０年間で最も多い漁獲量となりました。ママジは１５２トン、ス

ルメイカは１２６トンで、いずれも平年並みでした。

【底びき網】

主要１０港合計は５６７トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはハタハタの１７５トンで、平年並みでした。ただし、輪島港・蛸島

港では前年をかなり上回りましたが、橋立港・金沢港・富来港では前年をかなり下回りまし

た。ニギスは８５トンで平年並みでした。アカガレイは７７トン、アマエビは４４トンで、い

ずれも平年をやや下回りました。

【まき網】

主要１０港合計は２８３トンで、平年をかなり下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの１４２トンで、平年をかなり下回りました。マダイは１１

４トンで平年をかなり上回りました。

【刺 網】

主要１０港合計は１９４トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはフクラギの５１トンで、平年をやや下回りました。ただし、漁獲量

の大部分を占める輪島港では前年をかなり下回りました。ウスメバル（やなぎばちめ）は３２

トンで平年並みでした。ウマヅラハギ（かわはぎ）は７トンで平年をやや下回りました。

【釣 り】

釣りの主要１０港合計は４９トンで、平年をやや上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはガンドの１２トンで、平年並みでした。ブリは１２トンで平年をか

なり上回りました。フクラギは９トンで平年をやや上回りました。

イカ釣り（小型）の主要１０港合計は１３トンで、平年並みの漁獲量でした。

小型いか釣り漁業の水揚げ状況（５月の速報値）
石川県沖はスルメイカ釣りの盛漁期を迎えていますが、県内における５月１日～２０日までの水揚箱

数は１１４千箱で、近年（過去４年平均）の４７％と低調に推移しています。銘柄別箱数は、２０入・
２５入が近年の２５％、３０入れ以上が近年の５９％で、大型の群れの来遊状況が特に低調となってい
ます。

期間中の延べ操業隻数は１，６４０隻で近年の７８％、１操業当たりの水揚箱数は７０箱で近年の
６７％でした。

例年であれば５月中下旬が水揚げのピークとなりますが、今漁期は５月下旬までまとまった水揚げが
みられていません。

調査船白山丸が、日本海沖でスルメイカ試験操業を実施しており、この調査結果や今後の見通し等に
ついては、スルメイカ情報(6月上旬発行予定)でお知らせします。

旬別水揚げ箱数の推移

50

100

150

200

250

水
揚
箱
数
（
千
ケ
ー
ス
）

平成２０年

平成２１年

過去４年平均

５ 月 ６ 月 ７ 月

100

200

300

400

500

１７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年

水
揚
箱
数
（千

ケ
ー
ス
） ４０入以上

３０入

２５入

２０入

銘柄別水揚げ箱数（５月１日～２０日）



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,607 1,653 → 1,702 → 11,228 12,171 →

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 390 1,488 ▼▼ 828 ▼▼ 3,122 1,823 △
ｻﾜﾗ 390 162 △△ 85 △△△ 760 315 △△
ﾏｱｼﾞ 152 80 △ 151 → 1,127 1,044 →
ｽﾙﾒｲｶ 126 74 △ 139 → 452 583 ▼
ﾏｲﾜｼ 67 236 ▼▼ 121 ▼ 188 328 ▼
ﾌﾞﾘ 58 2 △△△ 8 △△△ 507 374 △
ﾏﾀﾞｲ 29 19 △ 24 → 93 75 △

ｳﾙﾒｲﾜｼ 19 42 ▼▼ 63 ▼▼ 107 291 ▼▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 18 7 △△ 24 ▼ 196 361 ▼

ｶﾞﾝﾄﾞ 11 32 ▼▼ 8 △ 42 67 ▼

ﾒｼﾞﾏｸﾞﾛ 5 2 △ 1 △△△ 99 71 △

ﾌｸﾗｷﾞ 3 1 △△ 13 ▼▼ 917 635 △

ﾏｻﾊﾞ 3 98 ▼▼ 72 ▼▼ 333 333 →
ｱﾝｺｳ 3 1 △ 3 → 14 16 →

ﾔﾘｲｶ 2 2 → 3 → 55 53 →
その他 119 141 → 113 → 1,806 2,163 →

合計 1,393 2,388 ▼ 1,654 → 9,816 8,532 →

1隻当たり 0.87 1.44 ▼ 0.97 → 0.87 0.70 △

平年値は過去10年平均
(4 月：定置網） 単位：トン

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｻﾜﾗ ﾌｸﾗｷﾞ ｱｼﾞ類 ﾏｲﾜｼ ｽﾙﾒｲｶ ﾌﾞﾘ、ｶﾞﾝﾄﾞ ｱｶｶﾏｽ
舞鶴 1212.5 154.6 48.1 35.5 11.7 0.4 7.1 0.1

氷見 80.3 99.7 0.0 3.8 20.0 26.5 13.1 10.9
各府県水試調べによる（速報値）

累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

4月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化

定置網漁業
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底びき網漁業
4月漁獲量（トン）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 1,147 1,460 ▼ 1,554 ▼ 8,617 10,350 →

ﾊﾀﾊﾀ 175 203 → 185 → 582 730 ▼
ﾆｷﾞｽ 85 92 → 83 → 679 635 →
ｱｶｶﾞﾚｲ 77 77 → 103 ▼ 558 552 →
ｱﾏｴﾋﾞ 44 63 ▼ 58 ▼ 413 326 △
ﾏｱｼﾞ 18 8 △△ 12 △ 33 46 ▼
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 17 6 △△△ 5 △△△ 41 38 →
ｶﾞｽｴﾋﾞ 11 13 → 18 ▼ 106 113 →

ｿｳﾊﾁ 11 15 ▼ 15 ▼ 45 75 ▼

ｱﾝｺｳ 10 20 ▼ 18 ▼ 105 247 ▼▼

ﾔﾅｷﾞﾑｼｶﾞﾚｲ 8 9 → 10 → 53 77 ▼

ﾑｼｶﾞﾚｲ 8 12 ▼ 9 → 74 70 →

ｷﾀﾞｲ 7 6 △ 4 △ 23 32 ▼

ﾏﾀﾞﾗ 7 50 ▼▼ 16 ▼▼ 109 74 △
ﾋﾚｸﾞﾛ 4 20 ▼▼ 15 ▼▼ 44 68 ▼

ﾏﾀﾞｲ 4 4 → 4 → 26 31 →
ｱﾏﾀﾞｲ類 2 0 △△△ 0 △△△ 3 3 →

ﾎｯｹ 2 53 ▼▼ 22 ▼▼ 33 103 ▼▼

ﾏｺｶﾞﾚｲ 2 2 ▼ 3 ▼ 12 16 ▼

ﾋﾗﾒ 2 3 ▼ 2 ▼ 6 10 ▼
その他 74 162 ▼▼ 121 ▼ 1,188 1,338 →

合計 567 817 ▼ 704 ▼ 4,134 4,585 →
１隻当たり 0.49 0.56 → 0.45 → 0.48 0.44 →

平年値は過去10年平均

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

累計漁獲量(9月より)
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 40 39 → 41 → 138 188 ▼

ﾏｱｼﾞ 142 74 △ 336 ▼▼ 1,535 1,829 →
ﾏﾀﾞｲ 114 90 △ 23 △△△ 121 30 △△△
ﾏｻﾊﾞ 14 7 △ 205 ▼▼ 420 1,763 ▼▼
ﾌｸﾗｷﾞ 11 0 △△△ 8 △ 14 55 ▼▼
ｶﾞﾝﾄﾞ 1 0 △△△ 95 ▼▼ 16 141 ▼▼
その他 13 31 ▼▼ 558 ▼▼ 83 1,188 ▼▼
合計 283 202 △ 1,122 ▼▼ 2,159 4,810 ▼▼

1隻当たり 7 5 △ 27 ▼▼ 16 26 ▼

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 3,165 3,680 → 3,633 → 7,783 9,472 ▼

ﾌｸﾗｷﾞ 51 167 ▼▼ 86 ▼ 276 316 →
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 32 25 △ 36 → 41 57 ▼
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 7 10 ▼ 9 ▼ 27 29 →

ﾏｶﾞﾚｲ 5 3 △ 2 △△ 16 10 △

ﾋﾗﾒ 5 4 △ 4 △ 7 6 →
ﾎｯｹ 4 2 △△ 5 → 6 9 ▼

ﾏｱｼﾞ 4 4 → 5 → 17 12 △
ﾏﾀﾞｲ 4 6 ▼ 6 ▼ 8 14 ▼

ﾑｼｶﾞﾚｲ 4 4 → 2 △ 10 5 △△

ｿｳﾊﾁ 4 4 → 1 △△ 7 3 △△
その他 74 123 ▼ 116 ▼ 304 427 ▼
合計 194 353 ▼ 272 ▼ 719 887 ▼
1隻当たり 0.06 0.10 ▼ 0.07 ▼ 0.09 0.09 →

釣り
延隻数 1,031 849 △ 794 △ 2,701 2,234 △

ｶﾞﾝﾄﾞ 12 9 △ 11 → 16 13 △

ﾌﾞﾘ 12 4 △△△ 5 △△ 12 5 △△
ﾌｸﾗｷﾞ 9 5 △ 5 △ 30 9 △△△
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 4 2 △△ 3 △ 12 12 →
ﾏﾀﾞｲ 2 0 △△△ 1 △△ 3 2 △
その他 10 8 △ 10 → 37 41 →
合計 49 28 △ 36 △ 110 82 △
1隻当たり 0.05 0.03 △ 0.04 → 0.04 0.04 →

イカ釣り(小型）
延隻数 33 21 △ 74 ▼▼ 34 220 ▼▼

ｽﾙﾒｲｶ 13 2 △△△ 14 → 13 53 ▼▼
1隻当たり 0.39 0.11 △△△ 0.19 △△ 0.38 0.24 △

サヨリ船びき網(蛸島港・鵜飼港・松波港）
延隻数 114 81 △ 152 ▼ 222 288 ▼

ｻﾖﾘ 5 4 → 8 ▼ 12 18 ▼
１隻当たり 0.04 0.05 ▼ 0.05 ▼ 0.05 0.06 →

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％

→ 84～119％ △△△ 300～

累計漁獲量(1月より)4月漁獲量（トン）

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)4月漁獲量（トン）



本県周辺海域の水深50ｍ水温は、加賀沖及び能登半島外浦沖では“平年並み”から

“やや高め”、富山湾では“やや高め”から“かなり高め”。

定置網ではスルメイカ・サワラが平年をかなり上回り、マアジが平年をかなり下回

った。

底びき網ではハタハタ・ニギスが平年並み、アマエビが平年をやや下回った。

まき網ではマアジが平年をかなり下回り、マダイが平年をやや上回った。

刺網ではウスメバル（やなぎばちめ）が平年をかなり下回った。

釣りではガンドが平年をやや上回り、小型いか釣りは平年をやや下回った。

１ 水温の状況 －６月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は１３～１６℃台を示し、加賀沖及び能登半島外浦沖では“平年

並み”から“やや高め”（０～１℃高め）、富山湾では“やや高め”から“かなり高め”（１～

２℃高め）の水温分布を示しています。

(2) 表面水温は１７～１８℃台を示し、加賀沖では“平年並み”から“やや高め”（０～１℃高

め）、能登半島外浦沖及び富山湾では“平年並み”の水温分布を示しています。

(3) 能登半島西方沖では、先月に引き続き暖水域が岸寄りに分布しています。

(4) 佐渡島沖の冷水域は、禄剛埼にやや近づいて分布しています。

平成２１年６月３０日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１５６号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２１年６月上旬

水深５０ｍ水温図

資料「日本海漁場海況速報 No.647」

（平成２１年６月１８日 日本海区水産研究所）



２ 漁獲の動向 －５月の漁獲量から－

【定置網】

主要１０港合計は１，６０９トンで、平年（過去１０カ年平均）をやや下回る漁獲量でし

た。

最も多く漁獲されたのはスルメイカの４０８トンで、平年をかなり上回りました。能登町・

七尾市沿岸で好漁が続き、過去１０年間で最も多い漁獲量となりました。

サワラは１９０トンで平年をかなり上回りました。

マアジは１８９トンで平年をかなり下回りました。外浦沿岸・富山湾沿岸ともに不漁

で、過去１０年間で最も少ない漁獲量となりました。

【底びき網】

主要１０港合計は５２９トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはハタハタの１３６トンで、平年並みでした。ただし、輪島港・蛸島

港では前年をかなり上回り、橋立港・金沢港では前年をかなり下回りました。

ニギスは８１トンで、平年並みでした。

アマエビは８０トン、アカガレイは６１トンで、いずれも平年をやや下回りました。

【まき網】

主要１０港合計は３３２トンで、平年をかなり下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの１６５トンで、平年をかなり下回りました。

マダイは８７トンで平年をやや上回りました。

【刺 網】

主要１０港合計は１１６トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはウスメバル（やなぎばちめ）の１６トンで、平年をかなり下回りま

した。

マダイは１０トン、サザエは１０トンで、いずれも平年をやや下回りました。

【釣 り】

釣りの主要１０港合計は７７トンで、平年をやや上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはガンドの２０トンで、平年をやや上回りました。

ブリは１８トンで平年をかなり上回りました。

フクラギは１４トンで平年をやや上回りました。

イカ釣り（小型）の主要１０港合計は６３０トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,757 1,983 → 2,135 ▼ 12,985 14,306 →

ｽﾙﾒｲｶ 408 143 △△ 152 △△ 860 735 →
ｻﾜﾗ 190 271 ▼ 78 △△ 950 392 △△
ﾏｱｼﾞ 189 577 ▼▼ 540 ▼▼ 1,316 1,583 →
ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 142 171 → 427 ▼▼ 3,264 2,250 △
ﾌｸﾗｷﾞ 120 241 ▼▼ 111 → 1,037 745 △
ｶﾞﾝﾄﾞ 91 83 → 52 △ 134 119 →
ﾌﾞﾘ 89 64 △ 56 △ 596 430 △

ﾏﾀﾞｲ 72 177 ▼▼ 86 → 165 161 →

ｳﾙﾒｲﾜｼ 70 41 △ 42 △ 177 333 ▼

ﾏｻﾊﾞ 32 184 ▼▼ 176 ▼▼ 364 510 ▼

ﾄﾋﾞｳｵ類 30 16 △ 12 △△ 31 13 △△

ﾏｲﾜｼ 16 134 ▼▼ 77 ▼▼ 204 405 ▼

ﾒｼﾞﾏｸﾞﾛ 16 4 △△△ 8 △△ 115 79 △
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 8 27 ▼▼ 50 ▼▼ 204 411 ▼▼

ｸﾛﾏｸﾞﾛ 7 11 ▼ 5 △ 12 7 △
その他 128 138 → 165 ▼ 1,996 2,391 →

合計 1,609 2,282 ▼ 2,035 ▼ 11,425 10,566 →

1隻当たり 0.92 1.15 ▼ 0.95 → 0.88 0.74 →

平年値は過去10年平均
(5 月：定置網） 単位：トン

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ﾌｸﾗｷﾞ ｻﾜﾗ ｱｼﾞ類 ｽﾙﾒｲｶ ｳﾙﾒｲﾜｼ ﾌﾞﾘ、ｶﾞﾝﾄﾞ ｱｶｶﾏｽ
舞鶴 469.0 228.3 25.2 76.4 0.1 0.0 22.7 11.1

氷見 116.5 4.7 62.0 9.0 68.1 29.8 4.6 2.2
各府県水試調べによる（速報値）

累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

5月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化

定置網漁業
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底びき網漁業
5月漁獲量（トン）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 1,125 1,302 → 1,733 ▼ 9,742 12,083 ▼

ﾊﾀﾊﾀ 136 96 △ 116 → 719 846 →
ﾆｷﾞｽ 81 70 → 95 → 760 730 →
ｱﾏｴﾋﾞ 80 117 ▼ 108 ▼ 494 435 →
ｱｶｶﾞﾚｲ 61 65 → 98 ▼ 619 649 →
ﾏﾀﾞﾗ 13 22 ▼ 16 → 122 90 △
ｶﾞｽｴﾋﾞ 13 18 ▼ 17 ▼ 119 129 →
ﾔﾅｷﾞﾑｼｶﾞﾚｲ 11 10 → 17 ▼ 64 95 ▼

ﾏｶﾞﾚｲ 10 10 → 16 ▼ 50 83 ▼

ｱﾝｺｳ 9 8 → 15 ▼ 114 262 ▼▼

ｿｳﾊﾁ 8 9 ▼ 18 ▼▼ 52 92 ▼

ﾑｼｶﾞﾚｲ 7 12 ▼ 12 ▼ 81 82 →

ﾊﾂﾒ 7 3 △△ 16 ▼▼ 46 56 ▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 6 9 ▼ 9 ▼ 47 47 →
ﾋﾚｸﾞﾛ 5 6 ▼ 11 ▼▼ 49 79 ▼

ﾎｯｹ 4 45 ▼▼ 45 ▼▼ 37 148 ▼▼
ｷﾀﾞｲ 3 6 ▼ 7 ▼▼ 27 39 ▼

ﾏﾀﾞｲ 3 3 ▼ 4 ▼ 28 35 ▼

ﾏｱｼﾞ 2 2 △ 3 ▼ 35 49 ▼

ﾏｺｶﾞﾚｲ 2 1 △ 5 ▼▼ 14 20 ▼
その他 68 84 ▼ 102 ▼ 1,185 1,346 →

合計 529 598 → 729 ▼ 4,662 5,314 →
１隻当たり 0.47 0.46 → 0.42 → 0.48 0.44 →

平年値は過去10年平均

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

累計漁獲量(9月より)
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 14 14 → 40 ▼▼ 152 227 ▼

ﾏｱｼﾞ 165 168 → 335 ▼▼ 1,700 2,164 ▼
ﾏﾀﾞｲ 87 26 △△△ 63 △ 208 93 △△
ﾏｻﾊﾞ 45 55 ▼ 93 ▼▼ 465 1,857 ▼▼
ﾌｸﾗｷﾞ 18 3 △△△ 44 ▼▼ 32 99 ▼▼
ｳﾙﾒｲﾜｼ 12 2 △△△ 4 △△△ 12 43 ▼▼
その他 35 10 △△△ 253 ▼▼ 118 1,441 ▼▼
合計 332 259 △ 745 ▼▼ 2,491 5,555 ▼▼

1隻当たり 24 18 △ 19 △ 16 24 ▼

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 3,274 4,074 ▼ 5,392 ▼ 11,057 14,865 ▼

ｳｽﾒﾊﾞﾙ 16 16 → 35 ▼▼ 57 91 ▼
ﾏﾀﾞｲ 10 10 → 16 ▼ 18 29 ▼
ｻｻﾞｴ 10 15 ▼ 18 ▼ 14 24 ▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 9 11 ▼ 19 ▼▼ 35 48 ▼

ｱﾏﾀﾞｲ類 5 2 △△ 6 → 8 8 →
ｷﾀﾞｲ 5 2 △△ 4 △ 8 7 →

ｶﾞﾝﾄﾞ 4 5 ▼ 5 ▼ 21 65 ▼▼
ｱｶｶﾞﾚｲ 4 2 △ 2 △ 31 42 ▼

ﾋﾗﾒ 3 4 ▼ 3 → 10 9 →

ﾌｸﾗｷﾞ 3 9 ▼▼ 15 ▼▼ 279 331 →
その他 49 60 ▼ 83 ▼ 355 438 ▼
合計 116 135 → 205 ▼ 835 1,092 ▼
1隻当たり 0.04 0.03 → 0.04 → 0.08 0.07 →

釣り
延隻数 1,717 1,337 △ 1,510 → 4,418 3,744 →

ｶﾞﾝﾄﾞ 20 14 △ 12 △ 36 25 △

ﾌﾞﾘ 18 7 △△ 5 △△△ 30 10 △△△
ﾌｸﾗｷﾞ 14 9 △ 10 △ 45 19 △△
ﾏﾀﾞｲ 13 9 △ 12 → 16 14 →
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 1 1 △ 3 ▼▼ 13 15 →
その他 10 9 → 22 ▼▼ 47 63 ▼
合計 77 49 △ 64 △ 187 145 △
1隻当たり 0.04 0.04 △ 0.04 → 0.04 0.04 →

イカ釣り(小型）
延隻数 1,856 1,903 → 2,365 ▼ 1,890 2,585 ▼

ｽﾙﾒｲｶ 630 627 → 1,200 ▼ 643 1,253 ▼
1隻当たり 0.34 0.33 → 0.51 ▼ 0.34 0.48 ▼

サヨリ船びき網(蛸島港・鵜飼港・松波港）
延隻数 67 59 → 86 ▼ 289 373 ▼

ｻﾖﾘ 2 4 ▼▼ 6 ▼▼ 14 24 ▼
１隻当たり 0.03 0.06 ▼▼ 0.07 ▼▼ 0.05 0.06 ▼

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％

→ 84～119％ △△△ 300～

累計漁獲量(1月より)5月漁獲量（トン）

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)5月漁獲量（トン）



本県周辺海域の水深50ｍ水温は、加賀沖、能登半島外浦沖、富山湾ではいずれも

“平年並み”から“やや高め”。

定置網ではマアジが平年をかなり下回り、スルメイカ・フクラギが平年をかなり上

回った。底びき網ではハタハタが平年をかなり上回り、アマエビ・ニギスが平年並

み。小型いか釣りは平年をやや下回った。

１ 水温の状況 －７月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は１４～１８℃台を示し、加賀沖、能登半島外浦沖、富山湾では

いずれも“平年並み”から“やや高め”（０～１℃高め）の水温分布を示しています。

(2) 表面水温は１９～２１℃台を示し、加賀沖及び能登半島外浦沖では“平年並み”から“やや

低め”（０～１℃低め）、富山湾では“平年並み”の水温分布を示しています。

(3) 能登半島西方沖では、先月に引き続き暖水域が岸寄りに分布しています。

(4) 佐渡島沖の冷水域は、禄剛埼にやや近づいて分布しています。

平成２１年７月２３日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１５７号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２１年７月上旬

水深５０ｍ水温図

資料「日本海漁場海況速報 No.648」

（平成２１年７月１６日 日本海区水産研究所）

「平成２１年度第２回日本海海況予報（平成２１年７月３日）」の概要
日本海沿岸の道府県水産研究機関と水産総合研究

センター日本海区水産研究所が検討してとりまとめた
日本海海況予報が以下のとおり発表されました。
今後の見通し（２００９年７月～９月）
(1) 能登半島西方の暖水域は、ほぼ停滞するが、そ

の一部は佐渡西方に移動する。上越沖の暖水域は
消滅する。佐渡北方と山形沖の暖水域は北上する。

(2) 山陰・若狭沖冷水域の張り出しは、かなり弱い。
佐渡沖冷水域の張り出しは、平年並み。

(3) 対馬暖流域の表面水温は、平年並みで経過する。
(4) 対馬暖流域の５０ｍ深水温は、日本海西部及び

北部ともやや高めで経過する。
平成21年6月の海況模式図



２ 漁獲の動向 －６月の漁獲量から－

○ 定置網

主要１０港合計は１，３７９トンで、平年（過去１０カ年平均）並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの３４２トンで、平年をかなり下回りました。外浦沿岸・富

山湾沿岸ともに不漁で、先月に続き、過去１０年間で最も少ない漁獲量となりました。

スルメイカは２８０トンで平年をかなり上回りました。特に能登町・七尾市沿岸で好漁が続

きました。

フクラギは２３５トンで平年をかなり上回りました。

クロマグロ（20kg以上）は２４トンで平年をやや上回りました。しかし、豊漁であっ

た前年をかなり下回りました。

○ 底びき網

主要１０港合計は６６３トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはハタハタの１５４トンで、蛸島港主体に平年をかなり上回りまし

た。

アマエビは１１８トン、ニギスは１１６トンで、いずれも平年並みでした。

アカガレイは５９トンで平年をやや下回りました。

○ まき網

主要１０港合計は１，１４５トンで、平年をかなり上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの３７５トンで、平年をやや上回りました。

ウルメイワシは２９３トンで、富来港主体に平年をかなり上回りました。

クロマグロ（20kg以上）は６６トンで平年をやや上回りました。しかし、豊漁であった前年

をかなり下回りました。

○ 刺 網

主要１０港合計は２１９トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはウスメバル（やなぎばちめ）の４９トンで、輪島港主体に平年をか

なり上回りました。

サザエは３６トン、ウマヅラハギ（かわはぎ）は１０トンで、いずれも平年並みでし

た。

アマダイは１８トンで平年をやや上回りました。

○ 釣 り

釣りの主要１０港合計は４８トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマダイの１５トンで、平年並みでした。

フクラギは８トン、ガンドは5トンで、いずれも平年をかなり上回りました。

小型いか釣りの主要１０港合計は

７４６トンで、平年をやや下回る漁獲

量でした。

今年の春漁期（５月から７月）の

一操業当たり水揚げ箱数は平年の

７３％、延べ操業隻数は平年の７９％

でした。盛漁期の５月中下旬にまとま

った水揚げがみられなかったことなど

から、平成１９年以降、３年続けての

不漁となりました。
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（集計対象港：金沢港・富来港・輪島港・蛸島港）



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,841 1,919 → 2,051 → 14,826 16,357 →

ﾏｱｼﾞ 342 322 → 723 ▼▼ 1,658 2,306 ▼
ｽﾙﾒｲｶ 280 34 △△△ 50 △△△ 1,140 785 △
ﾌｸﾗｷﾞ 235 93 △△ 54 △△△ 1,273 800 △
ﾄﾋﾞｳｵ類 153 187 ▼ 138 → 184 152 △
ﾌﾞﾘ 77 76 → 38 △△ 673 469 △
ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 48 19 △△ 21 △△ 3,313 2,271 △
ｶﾞﾝﾄﾞ 43 116 ▼▼ 22 △ 177 141 △

ｸﾛﾏｸﾞﾛ 24 141 ▼▼ 19 △ 36 26 △

ﾏﾀﾞｲ 22 51 ▼▼ 29 ▼ 187 191 →

ｻﾜﾗ 21 100 ▼▼ 29 ▼ 971 422 △△

ﾏｻﾊﾞ 18 32 ▼ 116 ▼▼ 383 626 ▼

ﾒｼﾞﾏｸﾞﾛ 13 9 △ 5 △△ 128 84 △

ｳﾙﾒｲﾜｼ 9 1 △△△ 5 △ 186 338 ▼
ｱｶｶﾏｽ 8 9 → 6 △ 152 241 ▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 4 5 ▼ 11 ▼▼ 208 422 ▼▼
その他 82 119 ▼ 149 ▼ 2,138 2,710 ▼

合計 1,379 1,313 → 1,416 → 12,805 11,982 →

1隻当たり 0.75 0.68 → 0.69 → 0.86 0.73 →

平年値は過去10年平均
(6 月：定置網） 単位：トン

ｱｼﾞ類 ｻﾜﾗ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｽﾙﾒｲｶ ﾌｸﾗｷﾞ ﾄﾋﾞｳｵ ｱｶｶﾏｽ ﾏｸﾞﾛ、ﾒｼﾞ類

舞鶴 470.4 41.8 54.5 5.0 21.9 25.9 3.7 7.5

氷見 94.0 45.5 6.6 54.8 6.2 0.0 10.6 3.3
各府県水試調べによる（速報値）

定置網漁業
累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

6月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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底びき網漁業
6月漁獲量（トン）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 1,353 1,658 ▼ 1,796 ▼ 11,095 13,879 ▼

ﾊﾀﾊﾀ 154 107 △ 66 △△ 873 912 →
ｱﾏｴﾋﾞ 118 142 → 129 → 612 563 →
ﾆｷﾞｽ 116 105 → 108 → 877 838 →
ｱｶｶﾞﾚｲ 59 84 ▼ 85 ▼ 678 734 →
ﾏﾀﾞﾗ 20 79 ▼▼ 19 → 142 108 △
ﾎｯｹ 16 126 ▼▼ 62 ▼▼ 52 211 ▼▼
ﾔﾅｷﾞﾑｼｶﾞﾚｲ 16 21 ▼ 24 ▼ 79 118 ▼

ﾏｶﾞﾚｲ 16 20 ▼ 26 ▼ 66 109 ▼

ｶﾞｽｴﾋﾞ 10 13 ▼ 10 → 129 139 →

ｱﾝｺｳ 10 9 → 13 ▼ 124 275 ▼▼

ｿｳﾊﾁ 10 10 → 19 ▼ 62 111 ▼

ﾑｼｶﾞﾚｲ 10 17 ▼ 16 ▼ 91 98 →

ﾏｺｶﾞﾚｲ 9 7 △ 4 △△ 23 25 →
ﾊﾂﾒ 8 7 → 12 ▼ 54 68 ▼

ﾏﾀﾞｲ 6 3 △ 4 △ 34 39 →
ﾋﾚｸﾞﾛ 6 8 ▼ 10 ▼ 55 89 ▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 4 16 ▼▼ 8 ▼ 51 55 →

ｷﾀﾞｲ 3 6 ▼ 8 ▼▼ 30 47 ▼

ﾀｺ類 2 0 △△△ 7 ▼▼ 9 39 ▼▼
その他 69 101 ▼ 99 ▼ 1,283 1,462 →

合計 663 882 ▼ 727 → 5,325 6,041 →
１隻当たり 0.49 0.53 → 0.40 △ 0.48 0.44 →

平年値は過去10年平均

累計漁獲量(9月より)

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 67 34 △ 44 △ 219 272 ▼

ﾏｱｼﾞ 375 206 △ 200 △ 2,075 2,364 →
ｳﾙﾒｲﾜｼ 293 1 △△△ 19 △△△ 306 62 △△△
ﾒｼﾞﾏｸﾞﾛ 173 7 △△△ 6 △△△ 173 6 △△△
ﾏｲﾜｼ 119 0 △△△ 100 → 132 722 ▼▼
ｸﾛﾏｸﾞﾛ 66 160 ▼▼ 31 △△ 66 31 △△
その他 303 208 △ 272 → 1,082 3,620 ▼▼
合計 1,145 421 △△ 497 △△ 3,636 6,051 ▼

1隻当たり 17 12 △ 11 △ 17 22 ▼

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 4,825 5,269 → 6,197 ▼ 15,882 21,062 ▼

ｳｽﾒﾊﾞﾙ 49 21 △△ 23 △△ 105 114 →
ｻｻﾞｴ 36 37 → 42 → 50 66 ▼
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 18 13 △ 21 → 54 69 ▼

ｱﾏﾀﾞｲ類 18 7 △△ 12 △ 25 20 △

ｷﾀﾞｲ 12 5 △△ 7 △ 20 14 △
ﾌｸﾗｷﾞ 11 5 △△ 7 △ 289 338 →

ﾊﾂﾒ 8 13 ▼ 9 → 12 40 ▼▼
ﾏﾀﾞｲ 5 5 → 6 → 23 35 ▼

ﾏﾀﾞｺ 4 5 → 6 ▼ 11 18 ▼

ｶﾞﾝﾄﾞ 4 2 △△ 2 △△ 25 67 ▼▼
その他 54 55 → 64 → 439 510 →
合計 219 167 △ 199 → 1,054 1,290 ▼
1隻当たり 0.05 0.03 △ 0.03 △ 0.07 0.06 →

釣り
延隻数 1,583 1,423 → 1,710 → 6,001 5,454 →

ﾏﾀﾞｲ 15 20 ▼ 14 → 31 28 →

ﾌｸﾗｷﾞ 8 2 △△△ 2 △△△ 52 21 △△
ｶﾞﾝﾄﾞ 5 2 △△ 2 △△ 41 27 △
ﾌﾞﾘ 3 1 △△△ 1 △ 33 11 △△
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 3 2 △ 4 ▼ 16 18 →
その他 16 17 → 42 ▼▼ 62 105 ▼
合計 48 43 → 65 ▼ 235 211 →
1隻当たり 0.03 0.03 → 0.04 ▼ 0.04 0.04 →

イカ釣り(小型）
延隻数 1,576 1,710 → 1,796 → 3,466 4,381 ▼

ｽﾙﾒｲｶ 746 736 → 995 ▼ 1,389 2,248 ▼
1隻当たり 0.47 0.43 → 0.55 → 0.40 0.51 ▼

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％

→ 84～119％ △△△ 300～

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)6月漁獲量（トン）

累計漁獲量(1月より)6月漁獲量（トン）



本県周辺海域の水深50ｍ水温は、加賀沖で“平年並み”、能登半島外浦沖で“平年並

み”から“やや高め”、富山湾で“平年並み”から“やや低め”。表面水温は、いずれの

海域でも“かなり低め”。

定置網ではマアジ・サワラが平年をやや上回り、トビウオ・コゾクラが平年並み。

まき網ではウルメイワシ・ガンドが平年をかなり上回った。

刺網ではサザエが平年をやや下回り、ウスメバル（やなぎばちめ）が平年をかなり

上回った。

１ 水温の状況 －８月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は１６～２０℃台を示し、加賀沖では“平年並み”、能登半島外

浦沖では“平年並み”から“やや高め”（０～１℃高め）、富山湾では“平年並み”から“やや

低め”（０～１℃低め）の水温分布を示しています。

(2) 表面水温は２２～２４℃台を示し、加賀沖及び能登半島外浦沖では“かなり低め”（２～

３℃低め）、富山湾でも“かなり低め”（１～２℃低め）の水温分布を示しています。

(3) 能登半島北西沖では、冷水域がやや岸寄りに分布しています。

(4) 佐渡島沖では、冷水域が禄剛埼にやや近づいて分布しています。

平成２１年８月３１日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１５８号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２１年８月上旬

水深５０ｍ水温図

資料「日本海漁場海況速報 No.649」

（平成２１年８月１９日 日本海区水産研究所）



２ 漁獲の動向 －７月の漁獲量から－

○ 定置網

主要１０港合計は１，２３５トンで、平年（過去１０カ年平均）をやや上回る漁獲量でし

た。

最も多く漁獲されたのはマアジの７３５トンで、平年をやや上回りました。

トビウオは１２４トンで平年並みでした。

サワラは１０２トンで平年をやや上回りました。

フクラギ（ブリ１歳魚）は４８トン、コゾクラ（ブリ０歳魚）は３２トンで、いずれ

も平年並みでした

○ まき網

主要１０港合計は７００トンで、平年をやや上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはウルメイワシの２１４トンで、富来港主体に平年をかなり上回りま

した。

ガンドは１８２トンで、七尾市公設市場主体に平年をかなり上回りました。

クロマグロ（20kg以上）は４７トンで平年並みでした。しかし、豊漁であった前年をかなり

下回りました。

○ 刺 網

主要１０港合計は１８１トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはサザエの２９トンで、平年をやや下回りました。

ウスメバル（やなぎばちめ）は１７トンで、輪島港主体に平年をかなり上回りました。

アマダイは１４トンで平年並みでした。

○ 釣 り

釣りの主要１０港合計は３４トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはホッケの７トンで、松波港主体に平年をやや上回りました。

フクラギは７トンで平年をかなり上回りました。

小型いか釣りの主要１０港合計は３５トンで、平年をかなり下回る漁獲量でした。



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,598 1,741 → 1,868 → 16,424 18,225 →

ﾏｱｼﾞ 735 264 △△ 407 △ 2,393 2,713 →
ﾄﾋﾞｳｵ類 124 121 → 118 → 308 270 →
ｻﾜﾗ 102 64 △ 65 △ 1,073 487 △△
ﾌｸﾗｷﾞ 48 40 → 45 → 1,135 742 △
ﾏｻﾊﾞ 40 22 △ 33 △ 423 658 ▼
ｺｿﾞｸﾗ 32 15 △△ 30 → 217 132 △
ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 27 41 ▼ 60 ▼▼ 3,339 2,332 △

ﾏﾀﾞｲ 15 27 ▼ 19 ▼ 202 210 →

ｶﾞﾝﾄﾞ 13 56 ▼▼ 18 ▼ 190 159 →

ｽﾙﾒｲｶ 12 17 ▼ 16 ▼ 1,152 801 △

ｼｲﾗ 6 10 ▼ 10 ▼ 622 313 △

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 5 6 → 10 ▼ 213 432 ▼▼

ﾏﾙｿｳﾀﾞ 5 0 △△△ 6 ▼ 363 685 ▼
ｹﾝｻｷｲｶ 4 1 △△△ 4 → 6 9 ▼

ﾌﾞﾘ 4 3 △ 6 ▼ 677 474 △
その他 64 61 → 93 ▼ 1,727 2,503 ▼

合計 1,235 746 △ 939 △ 14,040 12,920 →

1隻当たり 0.77 0.43 △ 0.50 △ 0.85 0.71 △

平年値は過去10年平均
(7 月：定置網） 単位：トン

ｱｼﾞ類 ｻﾜﾗ ﾄﾋﾞｳｵ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ﾌｸﾗｷﾞ ｻﾊﾞ類 ｱｶｶﾏｽ ﾏﾀﾞｲ

舞鶴 116.6 88.4 47.1 8.5 14.0 9.5 3.8 0.5

氷見 30.4 29.1 0.0 34.8 2.3 0.9 4.6 3.4
各府県水試調べによる（速報値）

定置網漁業
累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

7月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 52 76 ▼ 51 → 271 323 →

ｳﾙﾒｲﾜｼ 214 70 △△△ 20 △△△ 520 82 △△△
ｶﾞﾝﾄﾞ 182 107 △ 21 △△△ 199 199 →
ﾏｲﾜｼ 90 704 ▼▼ 154 ▼ 222 876 ▼▼
ﾏｱｼﾞ 80 45 △ 181 ▼▼ 2,155 2,546 →
ｸﾛﾏｸﾞﾛ 47 105 ▼▼ 55 → 113 87 △
その他 214 273 ▼ 385 ▼ 3,395 5,474 ▼
合計 700 1,153 ▼ 580 △ 4,336 6,632 ▼

1隻当たり 13 15 → 11 → 16 21 ▼

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 3,925 6,067 ▼ 6,125 ▼ 19,807 27,186 ▼

ｻｻﾞｴ 29 55 ▼ 52 ▼ 79 117 ▼
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 17 8 △△ 8 △△ 122 122 →
ｱﾏﾀﾞｲ類 14 10 △ 14 → 39 34 →

ｱｶｶﾞﾚｲ 11 21 ▼ 6 △ 44 49 →

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 9 16 ▼ 20 ▼▼ 63 88 ▼
ｷﾀﾞｲ 8 10 → 9 → 28 23 △

ﾊﾂﾒ 8 18 ▼▼ 10 ▼ 20 50 ▼▼
ﾏﾀﾞｺ 4 5 → 7 ▼ 15 24 ▼

ﾊﾞｲ類 4 5 → 1 △△ 11 4 △△

ﾌｸﾗｷﾞ 3 11 ▼▼ 4 → 293 341 →
その他 75 58 △ 66 → 521 632 ▼
合計 181 216 → 196 → 1,235 1,486 →
1隻当たり 0.05 0.04 △ 0.03 △ 0.06 0.05 →

釣り
延隻数 1,060 1,357 ▼ 1,621 ▼ 7,061 7,075 →

ﾎｯｹ 7 2 △△△ 4 △ 8 10 ▼

ﾌｸﾗｷﾞ 7 2 △△△ 1 △△△ 59 23 △△
ﾏﾀﾞｲ 2 3 ▼ 5 ▼▼ 33 33 →
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 1 2 ▼ 4 ▼▼ 17 23 ▼
ﾏｱｼﾞ 1 1 → 1 △ 4 3 △
その他 15 26 ▼ 49 ▼▼ 147 184 ▼
合計 34 36 → 64 ▼ 269 275 →
1隻当たり 0.03 0.03 △ 0.04 ▼ 0.04 0.04 →

イカ釣り(小型）
延隻数 115 806 ▼▼ 365 ▼▼ 3,581 4,746 ▼

ｽﾙﾒｲｶ 35 512 ▼▼ 219 ▼▼ 1,424 2,467 ▼
1隻当たり 0.30 0.64 ▼▼ 0.60 ▼ 0.40 0.52 ▼

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％

→ 84～119％ △△△ 300～

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)7月漁獲量（トン）

累計漁獲量(1月より)7月漁獲量（トン）



本県周辺海域の水深50ｍ水温は、加賀沖及び能登半島外浦沖で“平年並み”から“や

や低め”、富山湾で“やや低め”から“かなり低め”。

定置網ではマアジ・フクラギが平年をかなり上回り、コゾクラが平年をやや下回っ

た。まき網ではフクラギが平年をかなり上回った。

刺網ではウスメバル（やなぎばちめ）が平年をかなり上回り、サザエが平年をやや

下回った。

１ 水温の状況 －９月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は１８～２０℃台で、加賀沖及び能登半島外浦沖では“平年並み

”から“やや低め”（０～１℃低め）、富山湾では“やや低め”から“かなり低め”（１～２℃

低め）の水温分布を示しています。

(2) 表面水温は２４～２５℃台で、加賀沖及び能登半島外浦沖では“やや低め”（０～１℃低

め）、富山湾では“平年並み”から“やや低め”（０～１℃低め）の水温分布を示しています。

(3) 加賀沖から能登半島西沖では、冷水域がやや岸寄りに分布しています。

(4) 佐渡島沖では、冷水域が禄剛埼にやや近づいて分布しています。

平成２１年９月３０日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１５９号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２１年９月上旬

水深５０ｍ水温図

資料「日本海漁場海況速報 No.650」

（平成２１年９月１５日 日本海区水産研究所）



２ 漁獲の動向 －８月の漁獲量から－

○ 定置網

主要１０港合計は９９５トンで、平年（過去１０カ年平均）をやや上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの３８８トンで、平年をかなり上回りました。カタクチイワ

シは１８９トンで平年をやや上回りました。サワラは１１６トンで、富来港主体に平年をや

や上回りました。コゾクラ（ブリ０歳魚）は７７トンで平年をやや下回りました。フク

ラギ（ブリ１歳魚）は６２トンで平年をかなり上回りました。

○ まき網

主要１０港合計は１，０３２トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはフクラギ（ブリ１歳魚）の３３５トンで、平年をかなり上回りまし

た。クロマグロ（20kg以上）は６１トン、メジ（クロマグロ20kg未満）は１５０トンで、蛸島

港・七尾港・金沢港の水揚げ隻数が増加したことにより、いずれも平年をかなり上回りまし

た。マアジは１４２トンで平年をやや下回りました。

○ 刺 網

主要１０港合計は１９９トンで、平年をやや上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはウスメバル（やなぎばちめ）の２２トンで、輪島港主体に平年をか

なり上回りました。サザエは１５トンで平年をやや下回りました。アマダイは１４トンで

平年並みでした。

○ 釣 り

釣りの主要１０港合計は３３トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはホッケの８トンで、松波港主体に平年をかなり上回りました。マダ

イは６トンで平年をやや上回りました。

小型いか釣り（スルメイカ）の主要１０港合計は４トンで、平年をかなり下回る漁獲量でし

た。

底びき網漁業の水揚げ状況（解禁から9月20日までの速報値）
石川県沿岸では９月１日から底びき網漁業の操業が始まりました。主要港（橋立・金沢・富来・輪島・

蛸島）の９月２０日までの漁獲量（速報値）は４４４トンで、前年の１０３％、平年の１１６％となって
います。

ニギスは、金沢港で前年並みでしたが富来港や蛸島港で前年をかなり上回り、全体の漁獲量は前年の１
２６％、平年の１３０％でした。

アマエビは金沢港で前年並みとなり、全体の漁獲量は前年の８９％、平年の１４３％でした。
アンコウは輪島港で前年をやや上回り、全体の漁獲量は前年の１２４％、平年の５２％でした。
ハタハタは、輪島港・蛸島港で前年をかなり上回り、全体の漁獲量は前年の１６１％、平年の３３３％

でした。
アカガレイ・ムシガレイ（すがれい）・マガレイ（くちぼそがれい）・ヤナギムシガレイ（めがれ

い）・ミズダコは、いずれも前年を下回りました。
平均単価は、アカガレイ・ムシガレイ（すがれい）・マガレイ（くちぼそがれい）などカレイ類が前年

より高め、アマエビ・アンコウ・ハタハタが前年並み、ニギスが前年より低め、全魚種平均では前年並み
でした（前年比９８％・平年比８９％）。

主要港の底びき網漁業漁獲量（９月１日～20日まで）

各港の毎日の漁獲量は水産総合センターのホームページで確認できます。
http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

本年 前年 前年比 平年 平年比
ニギス 84 67 126% 65 130%
ホッコクアカエビ（あまえび） 85 96 89% 60 143%
アンコウ 17 13 124% 32 52%
ハタハタ 88 55 161% 26 333%
アカガレイ 26 39 69% 25 106%
ムシガレイ（すがれい） 16 22 73% 18 90%
マガレイ（くちぼそがれい） 7 20 36% 16 47%
ヤナギムシガレイ（めがれい） 13 15 84% 16 81%
ミズダコ 14 17 80% 13 107%
その他 93 89 105% 111 84%
合計 444 433 103% 381 116%

漁獲量（トン）



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,422 1,319 → 1,516 → 17,846 19,741 →

ﾏｱｼﾞ 388 65 △△△ 139 △△ 2,781 2,852 →
ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 189 218 → 128 △ 3,528 2,459 △
ｻﾜﾗ 116 81 △ 63 △ 1,190 550 △△
ｺｿﾞｸﾗ 77 117 ▼ 154 ▼ 294 286 →
ﾌｸﾗｷﾞ 62 10 △△△ 13 △△△ 1,197 756 △
ﾏｻﾊﾞ 44 26 △ 24 △ 467 682 ▼
ｼｲﾗ 28 74 ▼▼ 39 ▼ 650 353 △

ﾏﾀﾞｲ 10 17 ▼ 16 ▼ 212 226 →

ｳﾙﾒｲﾜｼ 9 3 △△△ 4 △△ 196 343 ▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 7 8 → 10 ▼ 221 442 ▼▼

ﾄﾋﾞｳｵ類 6 6 → 7 → 315 277 →

ｹﾝｻｷｲｶ 6 0 △△△ 3 △△ 12 12 →
ｽﾙﾒｲｶ 3 0 △△△ 1 △△ 1,155 802 △

ﾏﾙｿｳﾀﾞ 2 1 △△△ 13 ▼▼ 365 698 ▼
ﾋﾗﾒ 2 2 → 2 → 19 16 →

その他 46 66 ▼ 106 ▼▼ 2,436 2,888 →

合計 995 692 △ 721 △ 15,036 13,642 →

1隻当たり 0.70 0.52 △ 0.48 △ 0.84 0.69 △

平年値は過去10年平均
(8 月：定置網） 単位：トン

ﾌｸﾗｷﾞ ｱｼﾞ類 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｻﾜﾗ ﾏﾀﾞｲ ｱｶｶﾏｽ ｶﾜﾊｷﾞ類 ｽｽﾞｷ

舞鶴 80.5 75.7 17.3 80.0 0.0 0.9 4.3 3.6

氷見 32.9 21.3 79.0 7.4 6.5 5.3 1.2 0.0
各府県水試調べによる（速報値）

定置網漁業
累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

8月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 136 82 △ 91 △ 418 413 →

ﾌｸﾗｷﾞ 335 39 △△△ 100 △△△ 411 266 △
ﾒｼﾞﾏｸﾞﾛ 150 0 △△△ 0 △△△ 444 6 △△△
ﾏｱｼﾞ 142 3 △△△ 242 ▼ 2,297 2,787 ▼
ｶﾞﾝﾄﾞ 107 292 ▼▼ 154 ▼ 306 353 →
ﾌﾞﾘ 80 4 △△△ 66 △ 171 182 →
ｸﾛﾏｸﾞﾛ 61 33 △ 24 △△ 174 110 △
その他 405 519 ▼ 546 ▼ 2,340 4,461 ▼

合計 1,032 561 △ 888 → 5,493 7,520 ▼

1隻当たり 8 7 → 10 ▼ 13 18 ▼

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 3,936 4,341 → 4,796 ▼ 23,743 31,983 ▼

ｳｽﾒﾊﾞﾙ 22 8 △△ 4 △△△ 144 126 →
ｻｻﾞｴ 15 20 ▼ 25 ▼ 93 142 ▼

ｱﾏﾀﾞｲ類 14 9 △ 13 → 53 47 →

ｱｶｶﾞﾚｲ 10 19 ▼ 7 △ 54 56 →

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 10 17 ▼ 17 ▼ 73 105 ▼

ｷﾀﾞｲ 8 9 → 8 → 36 31 →
ﾊﾂﾒ 7 8 → 8 ▼ 27 58 ▼▼

ﾏﾀﾞｺ 5 5 → 5 → 20 30 ▼

ﾏﾀﾞｲ 3 4 → 3 → 29 42 ▼
ﾆｷﾞｽ 3 2 △ 8 ▼▼ 4 18 ▼▼
その他 102 43 △△ 52 △ 900 981 →
合計 199 142 △ 151 △ 1,434 1,637 →
1隻当たり 0.05 0.03 △ 0.03 △ 0.06 0.05 →

釣り
延隻数 1,272 1,142 → 1,437 → 8,333 8,512 →

ﾎｯｹ 8 1 △△△ 2 △△△ 15 12 △
ﾏﾀﾞｲ 6 4 △ 4 △ 39 37 →
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 3 2 △ 4 ▼ 20 27 ▼
ﾏｱｼﾞ 2 3 ▼ 2 → 6 5 △
ｹﾝｻｷｲｶ 1 0 △△△ 3 ▼▼ 2 3 ▼▼
その他 13 18 ▼ 34 ▼▼ 220 240 →
合計 33 27 △ 49 ▼ 302 324 →
1隻当たり 0.03 0.02 → 0.03 ▼ 0.04 0.04 →

イカ釣り(小型）
延隻数 58 168 ▼▼ 143 ▼▼ 3,639 4,889 ▼

ｽﾙﾒｲｶ 4 44 ▼▼ 77 ▼▼ 1,427 2,544 ▼
1隻当たり 0.07 0.26 ▼▼ 0.54 ▼▼ 0.39 0.52 ▼

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％

→ 84～119％ △△△ 300～

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)8月漁獲量（トン）

累計漁獲量(1月より)8月漁獲量（トン）



○ 本県周辺海域の水深50ｍ水温は、加賀沖で“平年並み”、能登半島外浦沖で

“やや低め”から“かなり低め”、富山湾で“平年並み”。

○ 定置網ではマアジ・サワラが平年をかなり上回り、フクラギが平年をやや上回

った。

○ 底びき網ではハタハタが平年をかなり上回り、ニギス・アマエビが平年をやや

上回った。

○ まき網ではマアジが平年をやや上回り、マグロ・メジが平年をかなり上回った。

１ 水温の状況 －１０月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は１８～２０℃台で、加賀沖では“平年並み”、能登半島外浦沖

では“やや低め”から“かなり低め”（１～２℃低め）、富山湾では“平年並み”の水温分布を

示しています。

(2) 表面水温は２１～２２℃台で、加賀沖・能登半島外浦沖・富山湾のいずれの海域も“平年並

み”の水温分布を示しています。一方、禄剛埼北方沖合には“かなり低め”（１～２℃低め）

の海域がみられます。

(3) 能登半島西沖の冷水域は、平年に比べてやや岸寄りに分布しています。

(4) 佐渡島沖の冷水域は、平年に比べて禄剛埼にやや近づいて分布しています。

平成２１年１０月２９日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１６０号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２１年１０月上旬

水深５０ｍ水温図

資料「日本海漁場海況速報 No.651」

（平成２１年１０月１６日 日本海区水産研究所）



２ 漁獲の動向 －９月の漁獲量から－

○ 定置網

主要１０港合計は１，０６４トンで、平年（過去１０カ年平均）をやや上回る漁獲量でし

た。

最も多く漁獲されたのはマアジの２９９トンで、平年をかなり上回りました。フクラギは２

９７トンで平年をやや上回りました。サワラは１７７トンで、富来港・輪島港主体に平年を

かなり上回りました。

○ 底びき網

主要１０港合計は７１２トンで、平年（過去１０カ年平均）をやや上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはハタハタの１４６トンで、平年をかなり上回りました。蛸島港・輪

島港主体に過去１０年間で最も多い漁獲量となりました。ニギスは１４３トン、アマエビは１

２０トンで、いずれも平年をやや上回りました。アカガレイは３８トンで平年並みでし

た。

○ まき網

主要１０港合計は１，２５５トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの３３３トンで、平年をやや上回りました。クロマグロ（20k

g以上）は４６トン、メジ（クロマグロ20kg未満）は８６トンで、七尾港・金沢港で９月中旬ま

で水揚げが続いたことから、平年をかなり上回りました。

○ 刺 網

主要１０港合計は１４２トンで、平年をやや上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはウマヅラハギ（かわはぎ）の２７トンで、富来港主体に平年並みで

した。ウスメバル（やなぎばちめ）は２２トンで、輪島港主体に平年をかなり上回りまし

た。ハツメ（あからばちめ）は１４トンで平年をやや上回りました。

○ 釣 り

釣りの主要１０港合計は２４トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマダイの３トンで、平年をやや下回りました。

小型いか釣り(スルメイカ)の主要10港合計は７トンで、平年をかなり下回る漁獲量でした。

「平成２１年度第３回日本海海況予報（平成２１年１０月２日）」の概要
日本海沿岸の道府県水産研究機関と水産総合研究センター日本海区水産研究所が検討し、とりま
とめた日本海海況予報が以下のとおり発表されました。

１ 今後の見通し（２００９年１０月～１２月）
(1) 隠岐諸島北東の暖水域は、強い勢力を保ったままほぼ停滞する。能登半島北方の暖水域は佐

渡北西に移動する。上越沖の暖水域は消滅する。
(2) 山陰・若狭沖、佐渡島沖の冷水域の張り出しは、平年並み。
(3) 対馬暖流域の表面水温は、“平年並み”で経過する。
(4) 対馬暖流域の５０ｍ深水温は、日本海西部及び北部とも“平年並み”～“やや低め”で経過

する。
２ ９月の海況模式図

２００９年９月 ２００８年９月



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,419 1,429 → 1,324 → 1,419 1,324 →

ﾏｱｼﾞ 299 82 △△△ 99 △△△ 299 99 △△△
ﾌｸﾗｷﾞ 297 302 → 199 △ 297 199 △
ｻﾜﾗ 177 181 → 88 △△ 177 88 △△
ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 119 195 ▼ 67 △ 119 67 △
ｼｲﾗ 57 215 ▼▼ 86 ▼ 57 86 ▼
ﾏｻﾊﾞ 22 56 ▼▼ 50 ▼▼ 22 50 ▼▼
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 17 12 △ 14 △ 17 14 △

ｶﾞﾝﾄﾞ 13 5 △△ 3 △△△ 13 3 △△△

ｱｶｶﾏｽ 9 18 ▼ 33 ▼▼ 9 33 ▼▼

ｳﾙﾒｲﾜｼ 6 6 → 8 ▼ 6 8 ▼

ｹﾝｻｷｲｶ 4 1 △△△ 2 △△ 4 2 △△

ﾏﾀﾞｲ 4 8 ▼▼ 6 ▼ 4 6 ▼

ｱｵﾘｲｶ 3 19 ▼▼ 13 ▼▼ 3 13 ▼▼
ﾋﾗﾏｻ 1 1 △ 2 ▼ 1 2 ▼

ﾋﾗﾒ 1 1 → 1 △ 1 1 △
その他 34 100 ▼▼ 88 ▼▼ 34 88 ▼▼

合計 1,064 1,203 → 760 △ 1,064 760 △

1隻当たり 0.75 0.84 → 0.57 △ 0.75 0.57 △

平年値は過去10年平均
(9 月：定置網） 単位：トン

ﾌｸﾗｷﾞ ｻﾜﾗ ｱｼﾞ類 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｼｲﾗ ｱｶｶﾏｽ ｶﾜﾊｷﾞ類 ｱｵﾘｲｶ

舞鶴 108.3 188.9 46.8 16.1 38.1 2.7 2.4 0.0

氷見 103.6 11.2 77.7 54.4 25.1 43.2 5.2 4.1
各府県水試調べによる（速報値）

定置網漁業
累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

9月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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底びき網漁業
9月漁獲量（トン）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 1,491 1,346 → 1,479 → 1,491 1,479 →

ﾊﾀﾊﾀ 146 80 △ 42 △△△ 146 42 △△△
ﾆｷﾞｽ 143 124 → 98 △ 143 98 △
ｱﾏｴﾋﾞ 120 131 → 87 △ 120 87 △
ｱｶｶﾞﾚｲ 38 51 ▼ 35 → 38 35 →
ｱﾝｺｳ 30 20 △ 48 ▼ 30 48 ▼
ﾑｼｶﾞﾚｲ 25 28 → 23 → 25 23 →
ﾔﾅｷﾞﾑｼｶﾞﾚｲ 21 19 → 21 → 21 21 →

ﾎｯｹ 17 4 △△△ 11 △ 17 11 △

ﾏﾀﾞﾗ 17 10 △ 5 △△△ 17 5 △△△

ﾏｶﾞﾚｲ 15 22 ▼ 21 ▼ 15 21 ▼

ｶﾞｽｴﾋﾞ 12 11 → 13 → 12 13 →

ｷﾀﾞｲ 9 6 △ 10 → 9 10 →

ｿｳﾊﾁ 8 6 △ 11 ▼ 8 11 ▼
ﾋﾚｸﾞﾛ 8 7 → 5 △ 8 5 △

ﾔﾘｲｶ 7 16 ▼▼ 23 ▼▼ 7 23 ▼▼
ｲｶ類 7 1 △△△ 10 ▼ 7 10 ▼

ﾏｺｶﾞﾚｲ 5 2 △△ 4 △ 5 4 △

ﾏﾀﾞｲ 4 6 ▼ 8 ▼ 4 8 ▼

ｱｶﾑﾂ 4 2 △ 4 → 4 4 →
その他 77 72 → 84 → 77 84 →

合計 712 619 → 562 △ 712 562 △
１隻当たり 0.48 0.46 → 0.38 △ 0.48 0.38 △

平年値は過去10年平均

累計漁獲量(9月より)

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 133 136 → 110 △ 551 523 →

ﾏｱｼﾞ 333 150 △△ 206 △ 2,631 2,994 →
ﾌｸﾗｷﾞ 268 543 ▼▼ 170 △ 679 435 △
ｶﾞﾝﾄﾞ 256 976 ▼▼ 452 ▼ 562 805 ▼
ﾌﾞﾘ 108 190 ▼ 61 △ 279 243 →
ﾏﾙｿｳﾀﾞ 92 0 △△△ 0 △△△ 96 3 △△△
ﾒｼﾞﾏｸﾞﾛ 86 0 △△△ 0 △△△ 530 6 △△△
ｸﾛﾏｸﾞﾛ 46 0 △△△ 0 △△△ 220 110 △

その他 397 244 △ 485 ▼ 2,876 4,598 ▼

合計 1,255 1,913 ▼ 1,313 → 6,747 8,832 ▼

1隻当たり 9 14 ▼ 12 ▼ 12 17 ▼

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 3,122 3,431 → 2,924 → 26,865 34,907 ▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 27 24 → 26 → 100 132 ▼

ｳｽﾒﾊﾞﾙ 22 6 △△△ 3 △△△ 166 129 △

ﾊﾂﾒ 14 22 ▼ 9 △ 40 68 ▼

ｱﾏﾀﾞｲ類 13 9 △ 10 △ 65 57 →
ｷﾀﾞｲ 9 10 → 6 △ 45 37 △
ｻｻﾞｴ 5 5 → 6 → 99 148 ▼

ｱｶｶﾞﾚｲ 5 6 → 2 △△ 59 58 →

ﾊﾞｲ類 3 2 △ 1 △△△ 17 6 △△
ﾏﾀﾞｲ 3 5 ▼ 4 ▼ 32 47 ▼
ﾒﾀﾞｲ 3 2 △ 1 △ 20 34 ▼
その他 39 45 → 35 → 931 1,027 →
合計 142 136 → 104 △ 1,576 1,742 →
1隻当たり 0.05 0.04 → 0.04 △ 0.06 0.05 →

釣り

延隻数 1,256 1,566 ▼ 1,571 ▼ 9,589 10,083 →

ﾏﾀﾞｲ 3 5 ▼ 5 ▼ 42 43 →
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 2 4 ▼ 2 △ 22 28 ▼
ｻﾜﾗ 2 1 △△△ 0 △△△ 3 1 △△△
ｱｶﾑﾂ 2 1 → 1 △ 2 3 ▼
ｸﾛﾀﾞｲ 1 1 △ 1 △ 1 1 △
その他 13 19 ▼ 27 ▼▼ 254 283 →
合計 24 31 ▼ 36 ▼ 325 359 →
1隻当たり 0.02 0.02 → 0.02 ▼ 0.03 0.04 →

イカ釣り(小型）
延隻数 36 40 → 102 ▼▼ 3,675 4,991 ▼

ｽﾙﾒｲｶ 7 1 △△△ 88 ▼▼ 1,435 2,631 ▼
1隻当たり 0.20 0.01 △△△ 0.86 ▼▼ 0.39 0.53 ▼

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％

→ 84～119％ △△△ 300～

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)9月漁獲量（トン）

累計漁獲量(1月より)9月漁獲量（トン）



図２ 底びき網漁業の出漁回数と出漁 1 回

当たりの水揚げ金額

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

平
成

７
年

８
年

９
年

１
０
年

１
１
年

１
２
年

１
３
年

１
４
年

１
５
年

１
６
年

１
７
年

１
８
年

１
９
年

２
０
年

漁期年（7月～6月）

出
漁
回
数

20

25

30

35

40

45
水
揚
げ
金
額

（
万
円

）

延べ出漁回数

出漁１回当たりの水揚げ金額

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

平
成
７
年

８
年

９
年

１
０
年

１
１
年

１
２
年

１
３
年

１
４
年

１
５
年

１
６
年

１
７
年

１
８
年

１
９
年

２
０
年

漁期年（7月～6月）

水
揚
げ
量
（
ト
ン
）

20

30

40

50

60

70

80
水
揚
げ
金
額
（
億
円
）

水揚げ量

水揚げ金額

景気の後退期

70

80

90

100

110

平
成
７
年

８
年

９
年

１
０
年

１
１
年

１
２
年

１
３
年

１
４
年

１
５
年

１
６
年

１
７
年

１
８
年

１
９
年

２
０
年

漁期年（7月～6月）

県
内
産
地
物
価
指
数

底びき網漁業の水揚げ状況について（平成２０年漁期）

① 集計期間 ： 平成２０年漁期（平成２０年７月～２１年６月）

② 集計対象港と漁業種類 ： 石川県主要港の沖合底びき網漁業と小型底びき網第一種漁業

（橋立港・金沢港・富来港・輪島港・蛸島港・鵜飼港・松波港・宇出津港地区）

平成２１年１１月１９日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１６１号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

１ 水揚げ量

石川県内主要港における平成２０年漁期の

総水揚げ量は５，３８９トンで、平年（過去

１０年の平均）の８９％、前年の７５％でした

（図１）。

燃油高騰対策のため操業日数が減少したこ

となどにより、総水揚げ量は過去１０年間で最

も少ない値となりました。

２ 水揚げ金額

総水揚げ金額は３６億４千万円で、平年の

８８％、前年の９１％でした（図１）。

平成１４年漁期以降、横這いで推移してお

り、平成７年漁期の６０％程度の水準となって

います。

３ 年間出漁回数

年間延べ出漁回数は１１，２５５回で、平年

の８０％、前年の８４％でした（図２）。

操業隻数の減少が続いていることに加え、橋

立港・金沢港・輪島港などで、燃油消費量を削

減するため休漁等の取り組みが行われたこと

により、前年をかなり下回りました。

４ 出漁１回当たりの水揚げ金額

出漁1回当たりの平均水揚げ金額は３２万円

で、平年の１１０％、前年の１０８％でした

(図２)。平成１３年漁期まで減少傾向が続いて

いましたが、その後はやや上向きで推移してい

ます。

５ 県内の産地価格（底びき網漁業）

県内産地価格の推移について、平成７年漁期

を１００とした産地物価指数でみると、平成

２０年漁期は７５で前年並みでしたが(図３)、

過去１０年間では低下傾向にあります。

景気は平成１９年漁期の後半から後退期に

入っており、産地価格への影響が懸念されま

す。

図1 底びき網漁業の水揚げ量と金額

図３ 底びき網漁業の産地物価指数の推移
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６ 主要魚種の水揚げ状況（図４）

(1) ずわいがに・こうばこがに

ずわいがに（雄）の出漁 1回当たりの漁獲量

は６５kgで、平年の１２１％、前年の１１７％

でした。平成１２年漁期以降は、低い水準で推

移していますが、加賀沖では増加傾向にありま

す。

こうばこがにの出漁1回当たりの漁獲量は

１２９ｋｇで、平年の１７０％、前年の１１

５％でした。加賀沖・能登沖ともに平成１４年

以降増加傾向にあり、過去１０年間では最も高

い値となりました。

(2) あまえび

出漁1回当たりの漁獲量は６０ｋｇで、平年

の１３３％、前年の１１１％でした。近年では、

平成１６年漁期以降、増加傾向にあります。

(3) にぎす

出漁1回当たりの漁獲量は７８ｋｇで、平年

の１３１％、前年の１１１％でした。平成１４

年漁期には平成７年漁期の５１％にまで減少

しましたが、その後は増加傾向にあります。

(4) はたはた

出漁1回当たりの漁獲量は７８ｋｇで、平年

の１１８％、前年の６４％でした。蛸島港・輪

島港で、２月から６月にかけて３歳魚（平成１

８年生まれ）主体に好漁が続きました。

(5) かれい類

あかがれいの出漁1回当たりの漁獲量は６０

ｋｇで、平年の１１６％、前年の１２２％でし

た。

めがれい(ﾔﾅｷﾞﾑｼｶﾞﾚｲ)の出漁1回当たりの漁

獲量は７ｋｇで、平年の８４％、前年の８８％

でした。

すがれい(ﾑｼｶﾞﾚｲ)の出漁1回当たりの漁獲量

は８ｋｇで、平年の１１６％、前年の１０１％

でした。

７ 主要魚種の産地価格

主要魚種の平均単価の推移を図５に示しま

した。平成７年漁期の平均単価を１００とした

指数でみると、平成２０年漁期は、あまえびが

７１、ずわいがに（雄）が１１１、にぎすが

８４で、いずれも前年並みでした。

一方、こうばこがには４３、はたはたは３４

で前年を上回り、あかがれいは６３で前年を下

回りました。

図５ 主要魚種の平均単価（指数）の推移

(平成７年=100)

図４ 主要魚種の出漁1回当たり漁獲量







○ 本県周辺海域の水深50ｍ水温は、加賀沖で“平年並み”、能登半島外浦沖で

“平年並み”から“やや高め”、富山湾で“やや低め”。

○ 定置網ではマアジ・サワラが平年をやや上回り、フクラギが平年並み。

○ 底びき網ではニギス・アマエビが平年並み、ハタハタ・アカガレイが平年をやや

上回った。

○ まき網ではガンドが平年をやや上回り、マアジが平年をやや下回った。

１ 水温の状況 －１１月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は１９～２０℃台で、加賀沖では“平年並み”、能登半島外浦沖

では“平年並み”から“やや高め”（０～１℃高め）、富山湾では“やや低め”（０～１℃低

め）の水温分布を示しています。

(2) 表面水温は１９～２０℃台で、加賀沖・能登半島外浦沖では“やや高め”（０～１℃高め）、

富山湾では“平年並み”の水温分布を示しています。

(3) 能登半島西沖の冷水域は、平年に比べて岸寄りに分布しています。

(4) 佐渡島沖の冷水域は、平年に比べて禄剛埼に近づいて分布しています。

平成２１年１２月３日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１６３号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２１年１１月上旬

水深５０ｍ水温図
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２ 漁獲の動向 －１０月の漁獲量から－

○ 定置網

主要１０港合計は１，２７５トンで、平年並み（過去１０カ年平均）の漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの４２０トンで、平年をやや上回りました。フクラギは

１５１トンで平年並みでした。サワラは１１７トンで、富来港・輪島港主体に平年をやや上

回りました。アオリイカは１６トンで平年をかなり下回り、過去１０年間では平成１５年に次

ぐ低い値となりました。

○ 底びき網

主要１０港合計は５６１トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはニギスの９６トンで、平年並みでした。アマエビは８９トンで平年

並みでした。ハタハタは４１トン、アカガレイは３６トンで、いずれも平年をやや上回

りました。

○ まき網

主要１０港合計は９７４トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはガンドの５３１トンで、平年をやや上回りました。マアジは１５５

トンで平年をやや下回りました。マサバは１１２トンで平年をかなり下回りました。

○ 刺 網

主要１０港合計は１２１トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはウマヅラハギ（かわはぎ）の２８トンで、平年をやや下回りまし

た。ウスメバル（やなぎばちめ）は２５トンで、輪島港主体に平年をかなり上回りまし

た。ハツメ（あからばちめ）は１０トンで平年をやや下回りました。

○ 釣 り

釣りの主要１０港合計は２４トンで、平年をかなり下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはフクラギの４トンで、平年並みでした。

小型いか釣り(スルメイカ)の主要10港合計は１トンで、平年をかなり下回る漁獲量でした。

加能ガニ（ズワイガニ）の水揚げ状況（11月６日～２０日の速報値）

石川県沖では１１月６日からズワイガニの漁期が始まりました。
１１月２０日までの県内主要港（橋立港・金沢港・富来港・輪島港・蛸島港）におけるズワイガニ

(雄)の漁獲量は７１トンで、平年並み（過去１０カ年平均）でした（前年比８６％、平年比９１％）。
また、この期間のコウバコガニ漁獲量は１０６トンで、平年並みでした（前年比８０％、平年比

９４％）。
延べ出漁回数は前年並みで、出漁１回当たりの漁獲量は、ズワイガニ(雄)・コウバコガニともに前年

及び平年を下回りました。

橋立港・金沢港・富来港・輪島港・蛸島港のズワイガニ・コウバコガニ漁獲量
集計期間：11月６日～20日

本年 前年 前年比 平年 平年比 前年比 平年比

ズワイガニ(雄） 71 83 86% 79 91% 86% 92%

コウバコガニ 106 133 80% 113 94% 80% 80%

合計 177 216 82% 191 93% 82% 84%

漁獲量（トン）
出漁１回当たり
の平均漁獲量



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,365 1,620 → 1,739 ▼ 2,784 3,063 →

ﾏｱｼﾞ 420 189 △△ 220 △ 719 319 △△
ﾌｸﾗｷﾞ 151 147 → 160 → 449 360 △
ﾏﾙｿｳﾀﾞ 122 66 △ 221 ▼ 123 234 ▼
ｻﾜﾗ 117 57 △△ 84 △ 293 172 △
ｳﾙﾒｲﾜｼ 114 15 △△△ 24 △△△ 120 32 △△△
ﾏｻﾊﾞ 70 43 △ 48 △ 92 98 →
ﾏｲﾜｼ 55 11 △△△ 4 △△△ 56 9 △△△

ｶﾞﾝﾄﾞ 34 6 △△△ 8 △△△ 47 12 △△△

ｼｲﾗ 34 234 ▼▼ 134 ▼▼ 91 220 ▼▼

ｱｶｶﾏｽ 31 62 ▼ 94 ▼▼ 40 127 ▼▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 26 21 △ 31 → 44 45 →

ﾏﾀﾞｲ 23 7 △△△ 9 △△ 27 15 △

ｱｵﾘｲｶ 16 34 ▼▼ 45 ▼▼ 19 58 ▼▼
ｿﾃﾞｲｶ 2 1 △△ 5 ▼▼ 2 5 ▼▼

ﾒｼﾞﾏｸﾞﾛ 0 10 ▼▼ 10 ▼▼ 1 14 ▼▼
その他 59 54 → 144 ▼▼ 217 281 ▼

合計 1,275 956 △ 1,241 → 2,339 2,001 →

1隻当たり 0.93 0.59 △ 0.71 △ 0.84 0.65 △

平年値は過去10年平均
(10 月：定置網） 単位：トン

ﾌｸﾗｷﾞ ﾏﾙｿｳﾀﾞ ｱｼﾞ類 ｻﾜﾗ ｱｶｶﾏｽ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｼｲﾗ ｱｵﾘｲｶ

舞鶴 255.7 0.0 64.5 152.1 14.2 48.8 34.3 0.2

氷見 69.2 225.1 131.1 24.3 81.6 18.2 6.2 33.0
各府県水試調べによる（速報値）

定置網漁業
累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

10月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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底びき網漁業
10月漁獲量（トン）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 1,209 1,337 → 1,545 ▼ 2,700 3,024 →

ﾆｷﾞｽ 96 133 ▼ 105 → 239 203 →
ｱﾏｴﾋﾞ 89 144 ▼ 90 → 209 178 →
ﾎｯｹ 71 20 △△△ 31 △△ 88 43 △△
ﾊﾀﾊﾀ 41 8 △△△ 26 △ 188 67 △△
ｱｶｶﾞﾚｲ 36 47 ▼ 30 △ 74 65 →
ｱﾝｺｳ 33 40 ▼ 65 ▼ 62 113 ▼
ﾏﾀﾞﾗ 30 13 △△ 7 △△△ 47 11 △△△

ﾊﾂﾒ 15 16 → 7 △△ 18 12 △

ﾑｼｶﾞﾚｲ 14 27 ▼ 21 ▼ 40 43 →

ﾔﾅｷﾞﾑｼｶﾞﾚｲ 14 16 → 20 ▼ 34 41 ▼

ﾏｶﾞﾚｲ 13 10 △ 20 ▼ 28 41 ▼

ｿｳﾊﾁ 10 4 △△ 7 △ 19 18 →

ｶﾞｽｴﾋﾞ 8 15 ▼ 13 ▼ 20 25 ▼
ﾋﾚｸﾞﾛ 6 7 → 6 → 14 11 △

ﾔﾘｲｶ 6 12 ▼▼ 39 ▼▼ 13 62 ▼▼
ｷﾀﾞｲ 4 5 ▼ 7 ▼ 13 17 ▼

ｱｶﾑﾂ 3 3 △ 3 → 7 7 →

ｶﾆ類 3 3 → 2 △ 6 4 △

ﾏﾀﾞｲ 3 5 ▼ 6 ▼ 7 14 ▼
その他 65 83 ▼ 106 ▼ 148 196 ▼

合計 561 612 → 611 → 1,272 1,174 →
１隻当たり 0.46 0.46 → 0.40 → 0.47 0.39 △

平年値は過去10年平均

累計漁獲量(9月より)

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 129 127 → 101 △ 680 624 →

ｶﾞﾝﾄﾞ 531 459 → 314 △ 1,093 1,119 →
ﾏｱｼﾞ 155 276 ▼ 267 ▼ 2,786 3,261 →
ﾏｻﾊﾞ 112 194 ▼ 263 ▼▼ 673 2,749 ▼▼
ﾌｸﾗｷﾞ 84 847 ▼▼ 371 ▼▼ 782 868 →
ﾌﾞﾘ 45 100 ▼▼ 75 ▼ 324 318 →
ﾏﾀﾞｲ 22 3 △△△ 6 △△△ 273 124 △△
ｻﾜﾗ 20 36 ▼ 23 → 43 29 △

その他 176 1,024 ▼▼ 579 ▼▼ 3,170 3,126 →

合計 974 1,952 ▼▼ 1,423 ▼ 7,722 10,255 ▼

1隻当たり 8 15 ▼▼ 14 ▼ 11 16 ▼

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 2,567 2,458 → 2,669 → 29,432 37,575 ▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 28 14 △△ 38 ▼ 128 170 ▼

ｳｽﾒﾊﾞﾙ 25 1 △△△ 4 △△△ 192 133 △

ﾊﾂﾒ 10 11 → 16 ▼ 50 83 ▼

ﾎｯｹ 7 1 △△△ 1 △△△ 20 14 △
ﾒﾀﾞｲ 6 0 △△△ 2 △△ 26 36 ▼
ｱﾏﾀﾞｲ類 6 7 → 8 ▼ 71 64 →

ｱｶｶﾞﾚｲ 4 4 △ 2 △△ 63 60 →

ｷﾀﾞｲ 4 7 ▼ 5 ▼ 50 43 →
ﾏﾀﾞｲ 3 3 → 4 ▼ 35 51 ▼
ﾊﾞｲ類 2 1 △△ 1 △△△ 19 7 △△
その他 26 25 → 41 ▼ 1,043 1,203 →
合計 121 73 △ 122 → 1,697 1,864 →
1隻当たり 0.05 0.03 △ 0.05 → 0.06 0.05 →

釣り

延隻数 1,082 1,815 ▼ 2,145 ▼ 10,671 12,228 →

ﾌｸﾗｷﾞ 4 4 → 4 → 64 28 △△
ﾏﾀﾞｲ 2 5 ▼▼ 7 ▼▼ 44 49 →
ｶﾞﾝﾄﾞ 2 6 ▼▼ 9 ▼▼ 43 40 →
ﾌﾞﾘ 2 0 △△△ 3 ▼ 35 16 △△
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 2 1 △ 1 △ 24 29 ▼
その他 13 17 ▼ 35 ▼▼ 140 255 ▼
合計 24 33 ▼ 58 ▼▼ 349 417 →
1隻当たり 0.02 0.02 △ 0.03 ▼ 0.03 0.03 →

イカ釣り(小型）
延隻数 8 0 △△△ 110 ▼▼ 3,720 5,101 ▼

ｽﾙﾒｲｶ 1 0 △△△ 92 ▼▼ 1,435 2,724 ▼
1隻当たり 0.10 1.00 ▼▼ 0.84 ▼▼ 0.39 0.53 ▼

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％

→ 84～119％ △△△ 300～

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)10月漁獲量（トン）

累計漁獲量(1月より)10月漁獲量（トン）



○ 本県周辺海域の水深50ｍ水温は、加賀沖・能登半島外浦沖・富山湾のいずれの

海域でも“平年並み”。

○ 定置網ではマアジ・ブリが平年をかなり上回り､フクラギが平年をやや上回った。

○ 底びき網ではズワイガニ・コウバコガニが平年並み、マダラが平年をかなり上

回った。

○ まき網ではブリ・ガンドが平年をかなり上回り、フクラギが平年をかなり下回

った。

１ 水温の状況 －１２月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は１６～１７℃台で、加賀沖・能登半島外浦沖・富山湾のいずれ

の海域でも“平年並み”の水温分布を示しています。

(2) 表面水温は１６～１７℃台で、加賀沖・能登半島外浦沖では“平年並み”、富山湾では“平

年並み”から“やや高め”（０～１℃高め）の水温分布を示しています。

(3) 能登半島西沖の冷水域は、平年に比べて岸寄りに分布しています。

(4) 佐渡島沖の冷水域は、平年に比べて禄剛埼に近づいて分布しています。

平成２１年１２月２８日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１６４号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２１年１２月上旬

水深５０ｍ水温図
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（平成２１年１２月１１日 日本海区水産研究所）



２ 漁獲の動向 －１１月の漁獲量から－

○ 定置網

主要１０港合計は１，２８１トンで、平年並み（過去１０カ年平均）の漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの４２５トンで、平年をかなり上回りました。

フクラギは１５１トンで平年をやや上回りました。

ブリは４８トンで、１１月上旬に宇出津港でまとまった水揚げが見られたことから、

平年をかなり上回りました。

アオリイカは５７トンで平年をやや下回りました。９月の初漁期から低調に推移しており、

１１月までの累計は、過去１０年間では平成１５年に次ぐ低い値となりました。

○ 底びき網

主要１０港合計は４６６トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはコウバコガニの１６１トンで、平年並みでした。ズワイガニは

１３０ﾄﾝで平年並みでした。海域別にみると、加賀沖ではコウバコガニが前年の７６％､

ズワイガニが前年の９１％、能登沖ではコウバコガニが前年の１２１％、ズワイガニが

前年の１５４％で、能登沖で比較的好調となっています。

ニギスは３９トンで平年をやや下回りました。

マダラは３８トンで平年をかなり上回りました。

○ まき網

主要１０港合計は８７５トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはガンドの４６２トンで、平年をかなり上回りました。

ブリは１８２トンで、１１月下旬に金沢港・七尾港でまとまった水揚げがみられたことか

ら、平年をかなり上回りました。

フクラギは１１５トン、マアジは７９トンで、いずれも平年をかなり下回りました。

○ 刺 網

主要１０港合計は１６０トンで、平年をやや上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマダラの８７トンで、前年をかなり上回りました。

ウマヅラハギ（かわはぎ）は１９トンで平年をやや下回りました。

ウスメバル（やなぎばちめ）は１０トンで平年をかなり上回りました。

○ 釣 り

釣りの主要１０港合計は６５トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマダラの４０トンで、輪島港主体に平年をやや上回りました。

小型いか釣り(スルメイカ)の主要10港合計は０．１トンで、平年をかなり下回る漁獲量でし

た。



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,317 1,381 → 1,583 → 4,101 4,646 →

ﾏｱｼﾞ 425 259 △ 169 △△ 1,144 488 △△
ﾏﾙｿｳﾀﾞ 247 86 △△ 211 → 370 445 →
ﾌｸﾗｷﾞ 151 252 ▼ 114 △ 600 473 △
ｱｵﾘｲｶ 57 92 ▼ 81 ▼ 76 139 ▼
ｻﾜﾗ 54 92 ▼ 52 → 347 224 △
ﾏｻﾊﾞ 52 42 △ 27 △ 144 125 →
ﾌﾞﾘ 48 2 △△△ 14 △△△ 49 20 △△

ｼｲﾗ 46 119 ▼▼ 86 ▼ 137 306 ▼▼

ｳﾙﾒｲﾜｼ 40 6 △△△ 13 △△△ 159 44 △△△

ｱｶｶﾏｽ 38 51 ▼ 79 ▼▼ 79 206 ▼▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 28 30 → 44 ▼ 72 88 ▼

ﾏﾀﾞｲ 18 14 △ 11 △ 45 26 △

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 13 94 ▼▼ 37 ▼▼ 133 137 →
ﾏｲﾜｼ 12 1 △△△ 1 △△△ 68 9 △△△

ｶﾞﾝﾄﾞ 4 9 ▼ 6 ▼ 52 18 △△
その他 46 81 ▼ 147 ▼▼ 145 344 ▼▼

合計 1,281 1,229 → 1,092 → 3,620 3,093 →

1隻当たり 0.97 0.89 → 0.69 △ 0.88 0.67 △

平年値は過去10年平均
(11 月：定置網） 単位：トン

ﾏﾙｿｳﾀﾞ ﾌｸﾗｷﾞ ｱｼﾞ類 ｻﾜﾗ ｱｵﾘｲｶ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｼｲﾗ ｶﾜﾊｷﾞ類

舞鶴 83.3 104.5 78.4 58.6 10.1 16.5 7.8 18.3

氷見 587.6 86.1 77.2 42.6 51.4 25.6 26.4 9.9
各府県水試調べによる（速報値）

累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

11月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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底びき網漁業
11月漁獲量（トン）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 1,206 969 △ 1,191 → 3,906 4,215 →

ｺｳﾊﾞｺ 161 167 → 137 → 161 137 →
ｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 130 114 → 111 → 130 111 →
ﾆｷﾞｽ 39 41 → 50 ▼ 278 253 →
ﾏﾀﾞﾗ 38 22 △ 13 △△ 84 25 △△△
ｱｶｶﾞﾚｲ 29 36 ▼ 58 ▼▼ 102 123 →
ｱﾏｴﾋﾞ 12 10 △ 17 ▼ 220 195 →
ｱﾝｺｳ 6 3 △ 16 ▼▼ 69 130 ▼

ｶﾞｽｴﾋﾞ 6 5 → 7 → 26 32 ▼

ﾎｯｹ 6 2 △△△ 8 ▼ 94 50 △

ﾊﾂﾒ 5 2 △△ 9 ▼ 23 21 →

ﾋﾚｸﾞﾛ 4 6 ▼ 9 ▼▼ 18 20 →

ｶﾆ類 3 7 ▼▼ 3 △ 10 7 △

ﾊﾀﾊﾀ 2 2 → 1 △ 189 69 △△
ﾏﾀﾞｲ 2 3 ▼ 2 ▼ 9 16 ▼

ﾔﾅｷﾞﾑｼｶﾞﾚｲ 1 1 → 5 ▼▼ 35 47 ▼
ﾔﾘｲｶ 1 1 → 5 ▼▼ 14 67 ▼▼

ﾑｼｶﾞﾚｲ 1 1 → 3 ▼▼ 40 46 →

貝類 1 1 → 2 ▼▼ 1 3 ▼▼

その他 20 27 ▼ 44 ▼▼ 234 322 ▼
合計 466 451 → 500 → 1,738 1,673 →
１隻当たり 0.39 0.47 → 0.42 → 0.44 0.40 →

平年値は過去10年平均

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

累計漁獲量(9月より)
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 123 116 → 102 △ 803 726 →

ｶﾞﾝﾄﾞ 462 270 △ 158 △△ 1,554 1,278 △
ﾌﾞﾘ 182 193 → 51 △△△ 506 369 △
ﾌｸﾗｷﾞ 115 516 ▼▼ 344 ▼▼ 898 1,212 ▼
ﾏｱｼﾞ 79 254 ▼▼ 400 ▼▼ 2,864 3,661 ▼
ﾏｻﾊﾞ 25 120 ▼▼ 375 ▼▼ 698 3,124 ▼▼
ｻﾜﾗ 8 5 △ 7 → 51 36 △
ﾏﾀﾞｲ 2 1 △△ 2 △ 275 126 △△

その他 116 392 ▼▼ 814 ▼▼ 5,639 8,764 ▼

合計 875 1,370 ▼ 1,367 ▼ 8,597 11,623 ▼

1隻当たり 7 12 ▼ 13 ▼ 11 16 ▼

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 1,710 1,101 △ 1,938 → 31,142 39,513 ▼

ﾏﾀﾞﾗ 87 16 △△△ --- --- 154 79 △

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 19 6 △△△ 28 ▼ 147 198 ▼

ｳｽﾒﾊﾞﾙ 10 0 △△△ 2 △△△ 201 135 △

ｶﾞﾝﾄﾞ 6 1 △△△ 2 △△△ 33 76 ▼▼
ｱﾝｺｳ 5 7 ▼ 33 ▼▼ 15 57 ▼▼

ﾊﾂﾒ 5 0 △△△ 7 ▼ 55 90 ▼

ｱﾏﾀﾞｲ類 3 1 △△ 3 → 74 67 →

ﾒﾀﾞｲ 3 0 △△△ 2 △ 29 38 ▼
ﾏﾀﾞｲ 2 1 △ 2 → 38 53 ▼
ｷﾀﾞｲ 2 2 △ 2 → 52 45 →
その他 18 13 △ 38 ▼▼ 1,060 1,145 →
合計 160 47 △△△ 118 △ 1,857 1,982 →
1隻当たり 0.09 0.04 △△ 0.06 △ 0.06 0.05 →

釣り

延隻数 889 1,315 ▼ 1,608 ▼ 11,560 13,835 →

ﾏﾀﾞﾗ 40 0 △△△ 23 △ 42 34 △
ﾌｸﾗｷﾞ 8 5 △ 12 ▼ 73 40 △
ｶﾞﾝﾄﾞ 5 2 △△ 7 ▼ 47 46 →
ｻﾜﾗ 2 2 → 2 △ 6 4 △
ﾎｯｹ 1 0 △△△ 1 △ 17 15 →
その他 9 17 ▼ 31 ▼▼ 229 352 ▼
合計 65 27 △△ 75 → 414 491 →
1隻当たり 0.07 0.02 △△△ 0.05 △ 0.04 0.04 →

イカ釣り(小型）
延隻数 2 6 ▼▼ 76 ▼▼ 3,722 5,176 ▼

ｽﾙﾒｲｶ 0.1 11 ▼▼ 184 ▼▼ 1,435 2,908 ▼▼
1隻当たり 0.03 1.91 ▼▼ 2.42 ▼▼ 0.39 0.56 ▼

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％

→ 84～119％ △△△ 300～

累計漁獲量(1月より)11月漁獲量（トン）

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)11月漁獲量（トン）



定置網ではマアジが平年をかなり上回り、ブリが平年をかなり下回った。

底びき網ではズワイガニ（雄）、コウバコガニが平年をやや上回った。

刺網ではマダラが平年をかなり上回り、ウマズラハギ（かわはぎ）が平年並み。

１ 地先水温の状況（平成２１年１～１２月）
平成２１年に外浦海域地先（加賀市橋立港・志賀町赤住地先）、内浦海域地先（能登町宇出津

港）、七尾湾地先（七尾市石崎港）で実施した水温観測結果（月別の平均水温と平年差）をお知ら

せします。

○冬（１月～３月） －やや高めからかなり高め－

平均水温は、外浦海域・内浦海域ともやや高めからかなり高めで推移しました。特

に２月は気温がかなり高めで推移したこともあり、志賀町地先では過去１７年間で最

も高い平均水温を記録しました。

○春（４月～６月） －平年並み－

外浦海域の平均水温は平年並みからやや高めで推移しました。内浦海域で

は５月まで平年並みで推移しましたが、６月はやや低めとなりました。

○夏（７月～９月） －かなり低め－

平均水温は、外浦海域・内浦海域ともやや低めからかなり低めで推移しました。曇

りや雨の日が多く、気温がかなり低めで推移したこともあり、橋立港では８

月に過去２０年間で最も低い平均水温を記録し、志賀町地先・宇出津港でも

平年を２℃以上下回りました。

○秋（１０月～１２月） －平年並み－

夏の低温傾向は、１０月に入り平年並みへ戻りました。外浦海域では１２

月まで平年並みで推移し、内浦海域では１２月にやや高めとなりました。

平成２２年１月２６日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１６５号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２１年の石川県沿岸における地先水温と平年差

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

月平均(℃) 10.9 10.7 10.9 13.2 17.0 20.1 23.8 24.6 23.6 20.6 17.2 13.5
平年差(℃) 0.1 0.9 0.3 0.0 0.2 -0.5 -1.2 -2.7 -1.3 -0.3 0.2 0.2
評価 → △△ → → → → ▼ ▼▼▼ ▼ → → →
月平均(℃) 11.1 10.6 10.7 12.7 16.5 19.5 23.1 24.3 22.8 20.2 17.1 13.5
平年差(℃) 0.6 1.3 0.8 0.6 0.8 0.1 -0.5 -2.0 -1.3 -0.3 0.3 0.2
評価 △ △△△ △△ △ △ → → ▼▼ ▼ → → →
月平均(℃) 13.1 11.5 10.8 12.2 15.8 19.2 22.7 24.7 23.8 21.3 18.3 15.7
平年差(℃) 1.0 0.9 0.5 0.3 0.2 -0.6 -0.9 -2.2 -1.4 -0.4 0.0 0.6
評価 △ △ △ → → ▼ ▼ ▼▼ ▼ → → △
月平均(℃) 8.4 8.3 9.9 13.5 17.3 21.7 24.9 28.2 25.2 20.5 15.2 11.0
平年差(℃) -0.1 0.4 -0.3 0.5 0.0 -0.2 -0.8 -1.4 0.0 0.4 0.1 0.4
評価 → → → △ → → ▼ ▼ → △ → →

平年差は過去２０年間の平均水温との差
（志賀町については１７年間の平均を用いた。）

観測点

外
浦

内
浦

七
尾
湾

橋立港

志賀町
地先

宇出津港

石崎港

凡 例
△△△ はなはだ高い ▼ やや低い
△△ かなり高い ▼▼ かなり低い
△ やや高い ▼▼▼ はなはだ低い
→ 平年並み



２ 漁獲の動向 －１２月の漁獲量から－
○定置網

主要１０港合計は９７７トンで、平年（過去１０カ年平均）並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの３５１トンで、宇出津港・七尾地区主体に平年をかなり上

回りました。フクラギは１７１トンで平年をやや上回りました。ブリは１９トンで平年をか

なり下回りました。

○底びき網

主要１０港合計は２６３トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたズワイガニは、雄（加能ガニ）が６８トン、雌（コウバコガニ）が

６０トンで、いずれも平年をやや上回りました。１１月からの累計は雄が平年の

１１７％、雌が平年の１２９％でした。アマエビは２７トン、マダラは１３トンで、いずれ

も平年をやや上回りました。

○まき網

主要１０港合計は６３２トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはブリの４４８トンで、平年をかなり上回りました。ガンドは

８４トンで平年をやや上回りました。フクラギは３９トンで平年をかなり下回りました。

○刺 網

主要１０港合計は９３トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマダラの４７トンで、輪島港主体に平年をかなり上回りました。

ウマヅラハギ（かわはぎ）は１２トンで平年並みでした。アンコウは６トンで平年をかなり

下回りました。

○釣 り

釣りの主要１０港合計は５７トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマダラの４４トンで、平年をかなり上回りました。フクラギは

２トンで平年をかなり下回りました。

いか釣り（小型）の主要１０港合計は２トンで、平年をかなり下回る漁獲量でした。

寒ブリの水揚げ状況（１月中旬までの速報値）

石川県沿岸の定置網漁業では寒ブリの漁期を迎えていますが、漁獲量は平年をかなり
下回っています。

今漁期は１１月上旬に宇出津港でまとまった水揚げがありましたが、その後は低調に
推移しており、蛸島港・宇出津港・七尾地区における１２月の漁獲量は１９トンで、平
年をかなり下回りました。１月の漁獲量（２０日までの速報値）も平年を下回る水準で
推移しています。

定置網漁業によるブリの漁獲量

本年 前年 前年比 平年 平年比 本年 平年

蛸 島 港 0 1 0% 5 0% 0 3

宇出津港 9 67 13% 75 12% 2 27

七尾地区 10 120 8% 114 9% 10 53

計 19 188 10% 194 10% 12 86

20日まで 31日まで

12月の漁獲量（トン） 1月の速報値（トン）



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,526 1,433 → 1,610 → 5,627 6,256 →

ﾏｱｼﾞ 351 134 △△ 120 △△ 1,496 608 △△
ﾌｸﾗｷﾞ 171 173 → 96 △ 770 570 △
ﾏﾙｿｳﾀﾞ 144 147 → 228 ▼ 514 673 ▼
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 67 35 △ 50 △ 139 138 →
ﾏﾀﾞｲ 31 26 → 17 △ 75 43 △
ｻﾜﾗ 30 20 △ 16 △ 377 240 △
ｼｲﾗ 27 46 ▼ 33 ▼ 164 339 ▼▼

ﾏｻﾊﾞ 26 25 → 33 ▼ 170 158 →

ﾌﾞﾘ 19 188 ▼▼ 201 ▼▼ 68 221 ▼▼

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 16 90 ▼▼ 116 ▼▼ 148 252 ▼

ｱｵﾘｲｶ 13 24 ▼ 30 ▼▼ 89 169 ▼

ｽﾙﾒｲｶ 9 7 △ 16 ▼ 12 23 ▼

ｱｶｶﾏｽ 6 12 ▼ 18 ▼▼ 85 223 ▼▼
ｳﾙﾒｲﾜｼ 5 2 △△ 11 ▼▼ 164 56 △△

ﾋﾗﾒ 3 2 △ 2 △ 7 5 △
その他 60 78 ▼ 128 ▼▼ 317 488 ▼

合計 977 1,009 → 1,114 → 4,598 4,208 →

1隻当たり 0.64 0.70 → 0.69 → 0.82 0.67 △

平年値は過去10年平均
(12 月：定置網） 単位：トン

ﾏﾙｿｳﾀﾞ ｱｼﾞ類 ﾌｸﾗｷﾞ ｻﾜﾗ ｶﾜﾊｷﾞ類 ﾌﾞﾘ、ｶﾞﾝﾄﾞｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｱｵﾘｲｶ

舞鶴 125.2 49.6 45.7 95.0 67.1 41.1 0.0 6.6

氷見 522.1 217.7 113.0 20.2 11.1 2.0 38.7 16.6
各府県水試調べによる（速報値）

累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

12月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化

定置網漁業
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底びき網漁業
12月漁獲量（トン）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 996 982 → 1,034 → 4,902 5,249 →

ｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 68 73 → 56 △ 198 167 →
ｺｳﾊﾞｺ 60 62 → 37 △ 221 173 △
ﾆｷﾞｽ 33 59 ▼ 55 ▼ 311 309 →
ｱﾏｴﾋﾞ 27 20 △ 21 △ 247 216 →
ｱｶｶﾞﾚｲ 14 43 ▼▼ 44 ▼▼ 116 166 ▼
ﾏﾀﾞﾗ 13 19 ▼ 10 △ 97 34 △△
ｶﾞｽｴﾋﾞ 12 12 → 13 → 37 46 ▼

ﾊﾂﾒ 4 7 ▼ 6 ▼ 28 27 →

ｱﾝｺｳ 4 5 → 22 ▼▼ 73 152 ▼▼

ﾋﾚｸﾞﾛ 2 4 ▼▼ 6 ▼▼ 20 26 ▼

ﾔﾘｲｶ 2 4 ▼▼ 7 ▼▼ 16 75 ▼▼

ﾏﾀﾞｲ 2 4 ▼▼ 4 ▼▼ 11 20 ▼

ﾔﾅｷﾞﾑｼｶﾞﾚｲ 2 2 → 5 ▼▼ 37 51 ▼
ｶﾆ類 1 3 ▼▼ 2 ▼▼ 11 10 →

ﾑｼｶﾞﾚｲ 1 1 ▼ 3 ▼▼ 41 49 →
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 1 1 ▼ 5 ▼▼ 5 15 ▼▼

ﾏｶﾞﾚｲ 1 1 ▼ 3 ▼▼ 28 46 ▼

ﾁﾀﾞｲ 1 1 → 2 ▼▼ 3 9 ▼▼

その他 18 40 ▼▼ 64 ▼▼ 502 446 →
合計 263 361 ▼ 365 ▼ 2,001 2,038 →
１隻当たり 0.26 0.37 ▼ 0.35 ▼ 0.41 0.39 →

平年値は過去10年平均

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

累計漁獲量(9月より)
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 116 119 → 76 △ 919 802 →

ﾌﾞﾘ 448 70 △△△ 43 △△△ 953 411 △△
ｶﾞﾝﾄﾞ 84 105 ▼ 45 △ 1,639 1,322 △
ﾌｸﾗｷﾞ 39 114 ▼▼ 118 ▼▼ 936 1,330 ▼
ﾏｻﾊﾞ 35 170 ▼▼ 334 ▼▼ 733 3,458 ▼▼
ﾏｱｼﾞ 25 38 ▼ 194 ▼▼ 2,889 3,855 ▼
その他 61 221 ▼▼ 551 ▼▼ 5,700 9,316 ▼
合計 632 510 △ 757 → 9,229 12,379 ▼

1隻当たり 5 4 △ 10 ▼ 10 15 ▼

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 1,366 1,208 → 1,508 → 32,508 41,022 ▼

ﾏﾀﾞﾗ 47 11 △△△ 21 △△ 201 99 △△
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 12 3 △△△ 12 → 159 210 ▼
ｱﾝｺｳ 6 9 ▼ 27 ▼▼ 21 84 ▼▼

ﾒﾀﾞｲ 5 2 △△ 5 → 34 43 ▼

ｱｶｶﾞﾚｲ 3 3 → 6 ▼ 67 66 →
ﾏﾀﾞｺ 2 2 △ 3 ▼ 26 37 ▼

ｱﾏﾀﾞｲ類 2 1 △ 1 △ 76 68 →

ﾐｽﾞﾀﾞｺ 2 4 ▼▼ 4 ▼▼ 20 33 ▼

ｻｻﾞｴ 1 1 → 2 ▼ 102 153 ▼

ｷﾀﾞｲ 1 1 → 1 △ 53 45 →
その他 13 17 ▼ 24 ▼ 1,193 1,248 →
合計 93 54 △ 105 → 1,950 2,087 →
1隻当たり 0.07 0.04 △ 0.07 → 0.06 0.05 →

釣り
延隻数 489 795 ▼ 874 ▼ 12,049 14,709 ▼

ﾏﾀﾞﾗ 44 1 △△△ 17 △△ 86 52 △

ﾎｯｹ 2 0 △△△ 0 △△△ 19 16 →
ﾌｸﾗｷﾞ 2 11 ▼▼ 11 ▼▼ 74 51 △
ﾒﾀﾞｲ 1 1 △ 1 △ 5 3 △
ｻﾜﾗ 1 1 △ 1 △ 8 5 △
その他 7 12 ▼ 22 ▼▼ 279 418 ▼
合計 57 26 △△ 52 → 471 544 →
1隻当たり 0.12 0.03 △△△ 0.06 △ 0.04 0.04 →

イカ釣り(小型）
延隻数 3 23 ▼▼ 53 ▼▼ 3,725 5,229 ▼

ｽﾙﾒｲｶ 1.6 21 ▼▼ 79 ▼▼ 1,437 2,987 ▼▼
1隻当たり 0.54 0.91 ▼ 1.49 ▼▼ 0.39 0.57 ▼

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％

→ 84～119％ △△△ 300～

累計漁獲量(1月より)12月漁獲量（トン）

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)12月漁獲量（トン）



○ 本県周辺海域の水深50ｍ水温は、加賀沖・能登半島外浦沖で“平年並み”から“や

や低め”、富山湾で“平年並み”から“やや高め”。

○ 定置網ではマアジが平年並み､スルメイカ・ブリが平年をかなり下回った。

○ 底びき網ではニギス・アカガレイが平年をやや下回り、ズワイガニ・アマエビが

平年並み。

○ まき網ではマアジが平年をやや下回り、ブリが平年をかなり上回った。

１ 水温の状況 －２月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は１０～１２℃台で、加賀沖・能登半島外浦沖では“平年並み”

から“やや低め”（０～１℃低め）、富山湾では“平年並み”から“やや高め”（０～１℃高

め）の水温分布を示しています。

(2) 表面水温は１０～１１℃台で、加賀沖・能登半島外浦沖では“平年並み”から“やや低め”

（０～１℃低め）、富山湾では“平年並み”の水温分布を示しています。

(3) 能登半島西沖の冷水域は、平年に比べて沖側に分布しています。

(4) 佐渡島沖の冷水域は、平年に比べて禄剛埼にかなり近づいて分布しています。

平成２２年２月２５日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１６６号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２２年２月上旬

水深５０ｍ水温図

資料「日本海漁場海況速報 No.654」

（平成２２年２月１９日 日本海区水産研究所）



２ 漁獲の動向 －１月の漁獲量から－

○ 定置網

主要１０港合計は４９４トンで、平年（過去１０カ年平均）をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの１４６トンで、蛸島港・宇出津港・七尾地区主体に平年並

みでした。

ウマヅラハギは７２トンで平年をやや下回りました。

スルメイカは４０トンで平年をかなり下回りました。

ブリは１２トンで平年をかなり下回りました。初漁期から低調に推移しており、１１月から

１月までの累計は７４トンで、過去１０年間では最も低い水準となりました。

○ 底びき網

主要１０港合計は３１４トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはニギスの６４トンで、平年をやや下回りました。

アカガレイは５４トンで平年をやや下回りました。

ズワイガニ（雄）は３９トン、アマエビは１８トンで、いずれも平年並みでした。

○ まき網

主要１０港合計は４３８トンで、時化のため出漁日数がかなり少なかったこともあり、平年

をかなり下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマアジの１９３トンで、平年をやや下回りました。

マサバは１５２トンで平年をかなり下回りました。

ブリは８６トンで平年をかなり上回りました。

○ 刺 網

主要１０港合計は１１５トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマダラの６６トンで、宇出津港主体に平年をやや上回りました。

ウマヅラハギ（かわはぎ）は１４トンで平年をやや上回りました。

アカガレイは６トンで平年をかなり下回りました。

○ 釣 り

釣りの主要１０港合計は４トンで、時化のため出漁日数がかなり少なかったこともあり、

平年をかなり下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはフクラギの１トンで、平年をかなり下回りました。

小型いか釣り(スルメイカ)の主要10港合計は０．５トンで、平年をかなり下回る漁獲量でし

た。



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,198 1,201 → 1,334 → 6,825 7,590 →

ﾏｱｼﾞ 146 144 → 130 → 1,641 738 △△
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 72 45 △ 117 ▼ 211 255 ▼
ﾏﾙｿｳﾀﾞ 46 15 △△△ 17 △△ 560 689 ▼
ｽﾙﾒｲｶ 40 25 △ 103 ▼▼ 52 126 ▼▼
ﾌｸﾗｷﾞ 33 32 → 54 ▼ 803 624 △
ﾒｼﾞﾏｸﾞﾛ 27 44 ▼ 24 → 29 67 ▼▼
ﾔﾘｲｶ 20 11 △ 17 → 23 21 →

ﾌﾞﾘ 12 193 ▼▼ 103 ▼▼ 81 325 ▼▼

ﾏｻﾊﾞ 11 14 ▼ 32 ▼▼ 181 190 →

ｻﾜﾗ 9 6 △ 4 △△ 387 245 △

ﾏﾀﾞｲ 7 6 △ 7 → 83 50 △

ﾏﾀﾞﾗ 7 1 △△△ 1 △△△ 7 1 △△△

ｳﾙﾒｲﾜｼ 7 14 ▼▼ 11 ▼ 171 67 △△
ｱﾝｺｳ 4 3 △ 4 → 6 5 →

ｸﾛﾏｸﾞﾛ 2 1 △△ 1 △ 3 2 △
その他 51 90 ▼ 172 ▼▼ 854 1,600 ▼

合計 494 643 ▼ 798 ▼ 5,092 5,006 →

1隻当たり 0.41 0.54 ▼ 0.60 ▼ 0.75 0.66 →

平年値は過去10年平均
(1 月：定置網） 単位：トン

ﾌｸﾗｷﾞ ｱｼﾞ類 ｶﾜﾊｷﾞ類 ｻﾜﾗ ﾏﾙｿｳﾀﾞ ﾒﾀﾞｲ ｽﾙﾒｲｶ ﾏｸﾞﾛ、ﾒｼﾞ類

舞鶴 107.7 32.6 39.5 51.1 14.9 32.9 0.0 9.3

氷見 21.0 53.5 41.8 7.6 40.3 16.2 45.9 22.7
各府県水試調べによる（速報値）

累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

1月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化

定置網漁業
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底びき網漁業
1月漁獲量（トン）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 614 614 → 895 ▼ 5,516 6,144 →

ﾆｷﾞｽ 64 96 ▼ 79 ▼ 375 388 →
ｱｶｶﾞﾚｲ 54 87 ▼ 73 ▼ 170 240 ▼
ﾊﾀﾊﾀ 41 27 △ 58 ▼ 231 129 △
ｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 39 52 ▼ 38 → 236 205 →
ｱﾏｴﾋﾞ 18 25 ▼ 19 → 265 235 →
ｶﾞｽｴﾋﾞ 16 24 ▼ 19 → 54 65 →
ﾏﾀﾞﾗ 16 20 ▼ 11 △ 113 46 △△

ﾐｽﾞｶﾞﾆ 7 7 → 11 ▼ 7 14 ▼

ｿｳﾊﾁ 6 6 → 8 ▼ 25 32 ▼

ﾋﾚｸﾞﾛ 4 5 ▼ 7 ▼ 24 33 ▼

ｱﾝｺｳ 4 5 ▼ 21 ▼▼ 76 173 ▼▼

ﾊﾂﾒ 3 7 ▼▼ 3 → 31 31 →

ﾎﾀﾙｲｶ 3 18 ▼▼ 11 ▼▼ 3 12 ▼▼
ﾏｱｼﾞ 3 0 △△△ 2 △ 5 10 ▼▼

ﾏﾀﾞｲ 2 2 → 2 △ 13 21 ▼
ﾔﾘｲｶ 2 5 ▼▼ 7 ▼▼ 18 82 ▼▼

ｺｳﾊﾞｺ 2 22 ▼▼ 8 ▼▼ 223 181 △

ﾏｺｶﾞﾚｲ 2 1 △ 1 △ 9 8 →

その他 28 58 ▼▼ 75 ▼▼ 436 587 ▼
合計 314 470 ▼ 454 ▼ 2,315 2,491 →
１隻当たり 0.51 0.76 ▼ 0.51 → 0.42 0.41 →

平年値は過去10年平均

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

累計漁獲量(9月より)
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 13 53 ▼▼ 47 ▼▼ 13 47 ▼▼

ﾏｱｼﾞ 193 423 ▼▼ 255 ▼ 193 255 ▼
ﾏｻﾊﾞ 152 232 ▼ 582 ▼▼ 152 582 ▼▼
ﾌﾞﾘ 86 7 △△△ 2 △△△ 86 2 △△△
ﾌｸﾗｷﾞ 6 4 △ 19 ▼▼ 6 19 ▼▼
ｶﾞﾝﾄﾞ 0 15 ▼▼ 4 ▼▼ 0 4 ▼▼
その他 7 29 ▼▼ 79 ▼▼ 7 79 ▼▼
合計 438 691 ▼ 917 ▼▼ 438 917 ▼▼

1隻当たり 34 13 △△ 20 △ 34 20 △

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 839 1,247 ▼ 1,419 ▼ 839 1,419 ▼

ﾏﾀﾞﾗ 66 25 △△ 36 △ 66 36 △
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 14 13 → 12 △ 14 12 △
ｱｶｶﾞﾚｲ 6 9 ▼ 13 ▼▼ 6 13 ▼▼

ﾌｸﾗｷﾞ 5 71 ▼▼ 41 ▼▼ 5 41 ▼▼

ﾒﾀﾞｲ 4 6 ▼ 6 ▼ 4 6 ▼
ｱﾝｺｳ 4 4 → 9 ▼▼ 4 9 ▼▼

ﾅﾏｺ類 4 1 △△△ 1 △△△ 4 1 △△△

ﾐｽﾞﾀﾞｺ 1 4 ▼▼ 4 ▼▼ 1 4 ▼▼

ﾏﾀﾞｺ 1 1 → 2 ▼ 1 2 ▼

ｻｻﾞｴ 1 1 ▼ 1 ▼▼ 1 1 ▼▼
その他 8 30 ▼▼ 38 ▼▼ 8 38 ▼▼
合計 115 163 ▼ 164 ▼ 115 164 ▼
1隻当たり 0.14 0.13 → 0.12 → 0.14 0.12 →

釣り
延隻数 213 634 ▼▼ 510 ▼▼ 213 510 ▼▼

ﾌｸﾗｷﾞ 1 18 ▼▼ 4 ▼▼ 1 4 ▼▼

ﾒﾀﾞｲ 1 0.3 △△△ 1 △ 1 1 △
ｳｽﾒﾊﾞﾙ 0.3 1.2 ▼▼ 1 ▼▼ 0.3 1.1 ▼▼
ﾔﾘｲｶ 0.2 0.1 △ 0.2 → 0.2 0.2 →
その他 2 17 ▼▼ 19 ▼▼ 2 19 ▼▼
合計 4 36 ▼▼ 25 ▼▼ 4 25 ▼▼
1隻当たり 0.02 0.06 ▼▼ 0.05 ▼▼ 0.02 0.05 ▼▼

イカ釣り(小型）
延隻数 4 1 △△△ 31 ▼▼ 4 31 ▼▼

ｽﾙﾒｲｶ 0.5 0.1 △△△ 12 ▼▼ 1 12 ▼▼
1隻当たり 0.13 0.08 △ 0.40 ▼▼ 0.13 0.40 ▼▼

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％
→ 84～119％ △△△ 300～

累計漁獲量(1月より)1月漁獲量（トン）

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)1月漁獲量（トン）



○ 本県周辺海域の水深50ｍ水温は、加賀沖・能登半島外浦沖・富山湾のいずれの海

域も“平年並み”から“やや低め”。

○ 定置網ではブリ・マダラが平年をかなり上回り､スルメイカが平年並み。

○ 底びき網ではハタハタ・ズワイガニが平年をやや上回り、アカガレイ・ニギスが

平年並み。

○ まき網ではブリ・ガンドが平年をかなり上回った。

１ 水温の状況 －３月定線観測結果－

(1) 本県周辺の水深５０ｍ水温は９～１１℃台で、加賀沖・能登半島外浦沖・富山湾のいずれの

海域も“平年並み”から“やや低め”（０～１℃低め）の水温分布を示しています。

(2) 表面水温は１０～１１℃台で、加賀沖・能登半島外浦沖では“平年並み”から“やや低め”

（０～１℃低め）、富山湾では“平年並み”の水温分布を示しています。

(3) 能登半島西沖の冷水域は、平年に比べて沖側に分布しています。

(4) 佐渡島沖の冷水域は、平年に比べて禄剛埼にやや近づいて分布しています。

平成２２年３月３１日発行

石川県水産総合センター漁海況情報 第１６７号

電話：0768-62-1324 http://www.pref.ishikawa.jp/suisan/center/sigenbu.htm

平成２２年３月上旬

水深５０ｍ水温図

資料「日本海漁場海況速報 No.655」

（平成２２年３月２３日 日本海区水産研究所）



２ 漁獲の動向 －２月の漁獲量から－

○ 定置網

主要１０港合計は８３４トンで、平年（過去１０カ年平均）をやや上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはブリの１７７トンで、宇出津港・七尾地区主体に平年をかなり上回

りました。寒ブリの漁期である１１月から２月までの累計は２５７トンで、平年をやや下回る

水準でした（平年比７１％）。

マダラは１４９トンで平年をかなり上回りました。宇出津港・七尾地区主体に過去１０年

間で最も多い漁獲量となりました。

スルメイカは１３９トンで平年並みでした。

マアジは１１５トンで平年をやや上回りました。

○ 底びき網

主要１０港合計は６１４トンで、平年並みの漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはハタハタの２５５トンで、平年をやや上回りました。

アカガレイは１０２トン、ニギスは７１トンで、いずれも平年並みでした。

ズワイガニ（雄）は４８トンで平年をやや上回りました。１１月の解禁から２月まで

の累計は３０１トンで、平年並みでした（平年比１１３％）。

○ まき網

主要１０港合計は４５５トンで、平年をかなり下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはブリの２７５トンで、平年をかなり上回りました。

ガンドは７１トンで平年をかなり上回りました。

マサバは５０トン、マアジは３トンで、いずれも平年をかなり下回りました。

○ 刺 網

主要１０港合計は３２３トンで、平年をやや上回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはマダラの１４６トンで、先月に続き宇出津港主体に平年をかなり上

回りました。

フクラギは１０５トンで、輪島港主体に平年並みでした。

メダイは８トンで平年をやや下回りました。

○ 釣 り

釣りの主要１０港合計は８トンで、平年をやや下回る漁獲量でした。

最も多く漁獲されたのはウスメバル（やなぎばちめ）の３トンで、平年並みでした。

小型いか釣り(スルメイカ)の主要10港合計は６トンで、平年をかなり下回る漁獲量でした。



漁獲量統計（橋立港、金沢港、富来港、輪島港、蛸島港、鵜飼港、松波港、宇出津港、七尾地区）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延統数 1,207 1,225 → 1,313 → 8,032 8,902 →

ﾌﾞﾘ 177 53 △△△ 41 △△△ 258 365 ▼
ﾏﾀﾞﾗ 149 10 △△△ 7 △△△ 156 8 △△△
ｽﾙﾒｲｶ 139 168 ▼ 152 → 192 278 ▼
ﾏｱｼﾞ 115 133 → 95 △ 1,756 833 △△
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 49 27 △ 34 △ 260 290 →
ﾔﾘｲｶ 18 25 ▼ 16 → 41 38 →
ｳﾙﾒｲﾜｼ 15 25 ▼ 73 ▼▼ 186 140 △

ﾒｼﾞﾏｸﾞﾛ 12 15 ▼ 5 △△ 41 72 ▼

ﾏｻﾊﾞ 6 107 ▼▼ 40 ▼▼ 188 230 ▼

ﾌｸﾗｷﾞ 5 7 ▼ 23 ▼▼ 809 647 △

ｱﾝｺｳ 4 4 → 4 → 10 10 →

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 4 151 ▼▼ 74 ▼▼ 153 390 ▼▼

ｶﾞﾝﾄﾞ 2 0 △△△ 9 ▼▼ 56 57 →
ｻﾜﾗ 2 3 ▼ 2 △ 389 246 △

ｸﾛﾏｸﾞﾛ 2 2 → 1 △△△ 5 3 △
その他 134 93 △ 99 △ 1,429 2,075 ▼

合計 834 823 → 676 △ 5,927 5,682 →

1隻当たり 0.69 0.67 → 0.52 △ 0.74 0.64 →

平年値は過去10年平均
(2 月：定置網） 単位：トン

ｽﾙﾒｲｶ ｱｼﾞ類 ﾌﾞﾘ、ｶﾞﾝﾄﾞ ｻﾜﾗ ｶﾜﾊｷﾞ類 ﾌｸﾗｷﾞ ﾏｸﾞﾛ.ﾒｼﾞ類 ﾔﾘｲｶ

舞鶴 1.5 33.5 14.8 30.1 4.0 3.7 6.6 0.8

氷見 192.1 17.8 30.9 4.3 30.2 16.2 10.4 9.3
各府県水試調べによる（速報値）

定置網漁業
累計漁獲量(9月より)

他府県漁獲状況

2月漁獲量（トン）

定置網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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底びき網漁業
2月漁獲量（トン）

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 857 846 → 1,091 ▼ 6,373 7,235 →

ﾊﾀﾊﾀ 255 122 △△ 150 △ 485 279 △
ｱｶｶﾞﾚｲ 102 81 △ 93 → 272 333 ▼
ﾆｷﾞｽ 71 64 → 73 → 446 460 →
ｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 48 29 △ 35 △ 284 241 →
ﾏﾀﾞﾗ 16 8 △ 8 △ 129 54 △△
ｶﾞｽｴﾋﾞ 13 18 ▼ 16 ▼ 67 81 ▼
ｱﾏｴﾋﾞ 11 19 ▼ 15 ▼ 276 249 →

ﾐｽﾞｶﾞﾆ 9 8 → 12 ▼ 16 26 ▼

ｱﾝｺｳ 7 10 ▼ 24 ▼▼ 83 197 ▼▼

ﾋﾚｸﾞﾛ 6 4 △ 8 ▼ 30 41 ▼

ﾎﾀﾙｲｶ 5 15 ▼▼ 28 ▼▼ 9 39 ▼▼

ｿｳﾊﾁ 4 5 → 10 ▼▼ 30 43 ▼

ﾏｶﾞﾚｲ 3 2 △ 4 ▼ 32 54 ▼
ﾔﾅｷﾞﾑｼｶﾞﾚｲ 3 2 △ 6 ▼▼ 40 62 ▼

ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 3 1 △△ 3 ▼ 9 24 ▼▼
ﾑｼｶﾞﾚｲ 3 3 → 4 ▼ 44 56 ▼

ｶﾆ類 2 2 → 3 → 15 15 →

ﾏﾀﾞｲ 2 1 △△△ 1 △ 15 22 ▼

その他 53 52 → 82 ▼ 648 792 ▼
合計 614 446 △ 576 → 2,929 3,067 →
１隻当たり 0.72 0.53 △ 0.53 △ 0.46 0.42 →

平年値は過去10年平均

累計漁獲量(9月より)

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化

底びき網における主要魚種別漁獲量の経月変化
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本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)
延隻数 24 24 → 50 ▼▼ 37 96 ▼▼

ﾌﾞﾘ 275 0 -- 36 △△△ 361 38 △△△
ｶﾞﾝﾄﾞ 71 0 -- 9 △△△ 72 14 △△△
ﾏｻﾊﾞ 50 100 ▼ 448 ▼▼ 203 1,029 ▼▼
ﾏﾀﾞｲ 31 0 △△△ 0 △△△ 31 0 △△△
ﾏｱｼﾞ 3 463 ▼▼ 499 ▼▼ 196 754 ▼▼
その他 58 478 ▼▼ 544 ▼▼ 258 873 ▼▼
合計 455 578 ▼ 1,037 ▼▼ 893 1,954 ▼▼

1隻当たり 19 24 ▼ 21 → 24 20 →

平年値は過去10年平均

本年 前年 (比率) 平年 (比率) 本年 平年 (比率)

刺網漁業
延隻数 1,520 1,352 → 1,745 → 2,359 3,164 ▼

ﾏﾀﾞﾗ 146 36 △△△ 28 △△△ 213 63 △△△
ﾌｸﾗｷﾞ 105 100 → 92 → 110 133 ▼
ﾒﾀﾞｲ 8 5 △ 12 ▼ 12 18 ▼

ｶﾞﾝﾄﾞ 7 2 △△△ 4 △ 7 18 ▼▼

ｱｶｶﾞﾚｲ 6 10 ▼ 15 ▼▼ 12 28 ▼▼
ｳﾏﾂﾞﾗﾊｷﾞ 4 5 ▼ 5 → 18 17 →

ﾊﾂﾒ 2 0 △△△ 6 ▼▼ 2 9 ▼▼

ﾏｱｼﾞ 2 3 ▼ 2 → 2 4 ▼

ｱﾝｺｳ 2 2 → 5 ▼▼ 6 14 ▼▼

ﾏｶﾞﾚｲ 2 4 ▼▼ 4 ▼ 2 4 ▼▼
その他 39 33 → 36 → 54 64 →
合計 323 202 △ 209 △ 438 373 →
1隻当たり 0.21 0.15 △ 0.12 △ 0.19 0.12 △

釣り
延隻数 311 441 ▼ 438 ▼ 524 948 ▼

ｳｽﾒﾊﾞﾙ 3 2 → 3 → 3 4 ▼

ﾌｸﾗｷﾞ 0.4 1.9 ▼▼ 1 ▼▼ 1 5 ▼▼
ﾒﾀﾞｲ 0.3 0.1 △△△ 0.1 △△ 1.2 0.7 △
ﾄﾗﾌｸﾞ 0.2 0.2 △ 0.4 ▼ 0.3 1.0 ▼▼
その他 4 5 ▼ 7 ▼ 6 25 ▼▼
合計 8 10 ▼ 11 ▼ 12 36 ▼▼
1隻当たり 0.03 0.02 → 0.03 → 0.02 0.04 ▼

イカ釣り(小型）
延隻数 17 0 -- 49 ▼▼ 21 80 ▼▼

ｽﾙﾒｲｶ 5.9 0.0 -- 15 ▼▼ 6 28 ▼▼
1隻当たり 0.35 --- --- 0.31 → 0.30 0.35 →

※表（比率）の見方 ▼▼ ～ 50％ △ 120～199％
▼ 51～ 83％ △△ 200～299％
→ 84～119％ △△△ 300～

まき網漁業

その他の漁業

累計漁獲量(1月より)2月漁獲量（トン）

累計漁獲量(1月より)2月漁獲量（トン）




